
4 キャビネットの据付け P.38～

3 キャビネットの組立て P.22～

2 据付け前の準備 P.20～

7 調整方法 P.77～

6 その他商品の取付け P.72～

5 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け P.54～

1 取付けされる方へのお願い P.3～

組立て部品は都度部品セットより取出して組立ててください。

扉建付け
調整方法

引出しソフト
モーション仕様調整

引出しソフト
モーション仕様施工

引出しプッシュ
オープン仕様施工

引出しプッシュ
オープン仕様調整

フラップ扉
ステー調整

ハンガーバー

スライド
棚板

レンジ用
棚板

桟木の取付け

キャビネット
施工方法

工事店さま用

※ショールームの所在地、カタログの閲覧・請求、図面・CADデータなどの各種情報は、上記オフィシャルサイトから
　ご確認ください。

会社や商品についての情報のご確認は、LIXIL オフィシャルサイトまで

https://www.lixil.co.jp/

取説番号 事業所コードMAP-587 FV96 2025.12.1発行

取付け説明書
リビング建材 ヴィータス

※下記内容は重要事項ですので必ず点検してください。
No. チェック内容

共通 1 下穴をあけた後、穴の中の切粉は取除きましたか？ □

キャビ
ネット

1 指定の位置に桟木を取付けましたか？ □
2 金具を締めて組立てしましたか？ □
3 付属の接着剤を指定個所・部材に充てん・塗布しましたか？ □
4 キャビネットは金具を用いて躯体に固定しましたか？ □
5 設置個所の間口寸法に余裕はありますか？（P.3お願い参照） □

No. チェック内容

扉

1
丁番カップは
同梱のねじで
取付けましたか？

□

2

フラップステー
の▲の向きを
確認して
取付けまし
たか？

□

3 マグネットラッチは同梱のねじで取付けましたか？ □
引出し 1 着脱部品は浮きなく取付けましたか？ □
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木　扉　用：皿タッピンねじ
　　　　　　φ４×１６（長）

アルミ扉用：皿タッピンねじ
　　　　　　φ3.5×１0（短）

が外向き

アーム

が内向き

アーム

上
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●商品改良のため、予告なしに仕様の変更を行うことがありますのでご了承ください。

FAX.     0120-413-436TEL.     0120-413-433

修理のご依頼は、LIXIL修理受付センターまで
受付時間/月～金 9：00～18：00（祝日、年末年始、夏期休暇等を除く）

https://www.lixil.co.jp/support/

TEL.     0120-126-001

商品についてのお問い合わせ・部品のご購入は、お客さま相談センターまで
受付時間/月～金 9：00～18：00　土・日・祝日 9：00～17：00（ゴールデンウィーク、夏期休暇、年末年始等を除く）

旭トステム外装（株）サービスデスクナビダイヤル　TEL.0570-001-117
●旭トステム外装株式会社のサイディング材に関する商品相談は

ご使用の前に「取扱説明書」をよくご覧の上、正しくお使いください。また、取付設置工事は「取付設置説明書・施工説明書」に
従ってください。いずれの場合も、取り扱いを誤ると事故や故障の原因となります。

安全に関するご注意

当社は、当社取扱商品のユーザーさまおよび流通業者さま等の個人情報を商品納入にあたって取得し、将来にわたる品質
保証、メンテナンス、その他当社の「個人情報保護方針」に記載の目的のために利用させていただきます。個人情報の取り
扱いについての詳細は、当社オフィシャルサイトの「個人情報保護方針」をご覧ください。

個人情報保護について

1. 取付けされる方へのお願い ………………………………………………………… 3
■商材一覧 ………………………………………………………………………… 4
■部材・部品の明細 ………………………………………………………………… 6

2. 据付け前の準備
■設置個所の作り方 …………………………………………………………………20

3. キャビネット組立て手順
■組立て前の準備 ……………………………………………………………………22
■ベースキャビネットの組立て（基本タイプ） ……………………………………23
■ベースキャビネットの組立て準備（H02 の場合） ……………………………24
■ベースキャビネットの組立て（H02 の場合） …………………………………25
■金具と背板芯材の取付け …………………………………………………………26
■キャスターの取付け ………………………………………………………………27
■ウォール・トールキャビネットの組立て準備（基本タイプの場合） ……………28
■ウォール・トールキャビネットの組立て（基本タイプの場合） …………………29
■金具と背板芯材の取付け …………………………………………………………30
■台輪の組立て ………………………………………………………………………32
■完成品キャビネットへの部品・部材の取付け …………………………………33
■カウンター収納キャビネットの組立て準備 ………………………………………34
■カウンター収納キャビネットの組立て ……………………………………………35
■ FIX 扉の取付け …………………………………………………………………36

4. キャビネット据付け手順
■ベース・ウォール・トールキャビネットの連結 …………………………………38
■壁面（躯体）への固定 …………………………………………………………40
■ D130 壁埋込み納まりの場合 …………………………………………………42
■納まり部材の取付け ………………………………………………………………44
■カウンター・デスク用カウンターの取付け ……………………………………46
■カウンター収納キャビネットの据付け ……………………………………………48

5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け
■開き扉の取付け ……………………………………………………………………54
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■引出しの取付け ……………………………………………………………………67

6. その他商品の取付け
■スライド棚板の取付け ……………………………………………………………72
■各種棚板の取付け …………………………………………………………………75
■スライドパイプ・ハンガーバー・棚板補強金具の取付け ……………………76

7. 調整方法 ………………………………………………………………………………77
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● 取付けされる方に必ずお渡しください。掲載番号順に施工してください。

…取付けを誤った場合、使用者などが死
亡または重傷を負う危険が想定されます。
 警  告

…取付けを誤った場合、使用者などが中
程度の傷害・軽傷を負う危険または物的損害の発
生が想定されます。

 注  意

■守っていただきたいこと

 警　告
● キャビネットの脱落や倒れによりケガ
をするおそれがあるので、下記をお守
りください。
・指定の位置に、厚さ30mm×90mm
以上の硬木の桟木を必ず取付けてく
ださい。
・桟木を壁に後付けする場合は、その
桟木は必ず躯体に固定してください。
・背板芯材には必ず接着剤を塗布して
ください
・必ず指定の場所に三面金具を取付け
てください。
・タイルやエコカラットなど割れやす
い壁仕上げ材には取付けないでくだ
さい。
・ 安定した平らな床面に取付けてくだ
さい。（取付け不可：畳・じゅうたん・
クッションフロア・クッション付き
直張り防音床など）
・ 下穴をあけてからねじを締めてくだ
さい。
・ 同梱のねじを使用してください。
・ カウンター収納の床下地材は合板
12mm以上を使い、床と合わせて
24mm以上にしてください。
・ フロート納まりが可能なキャビネット
以外は必ず床置きで使用してください。

● 電気工事は、必ず有資格者が行って
ください。火災・感電などのおそれ
があります。

●下記機器をお使いの方は、各機器メー
カーに磁石の影響をご確認ください。
医療機器誤作動のおそれがあります。
（１）体内埋込型機器
（２）生命維持用機器
（３）装着型心電計等

 注　意
● 下記条件をお守りください。
　扉や引出しが脱落しケガをするおそ
れがあります。
・丁番カップは「カチャッ」と音がする
まで丁番座にはめ込んでください。
・次の部品と各部材はガタツキなく取
付けてください。
　丁番座とキャビネット
　丁番カップと扉
　丁番カップと丁番座
　フラップステーブラケットと扉・キャビネット
・ フラップ扉（H04）のステー本体はツ
メ部と凹部が「パチン」となるまでは
め込んでください。
・ 引出しを吊込む際は着脱部品が「カ
チャッ」とレールにガタツキなく取付く
まで押込んでください。
・ 引出しの本体側レールはキャビネット
側レールに正しく取付けてください。

保管・施工前のお願い

{（W呼称＋２ｍｍ）/各キャビネットごと}＋5mm
（組合せの合計）

1200 800 400

例2）ウォールW08+トールW04の場合

必要開口寸法：
802+402+5
=1209mm

必要開口寸法：  
1202+5=1207 mm

例1）ベースW12の場合

【キャビネットの躯体寸法採り】

● 取付け後の損傷は免責となるので、開梱時に必ず検品を
してください。
　製品に不具合があった場合は、取付け前にお買い求め店
までご連絡ください。
● 製品は、ソリ・ねじれ防止のため以下の場所には置かな
いでください。（直射日光が当たる・昼夜で温度差が激し
い・湿気が多い）
● カウンター収納は床暖房が破損するので、床暖房部分に
は設置できません。
● 収納の荷重が床面へかかることを考慮し、床面下地の補
強をしてください。
● 製品不具合となるので、全て含水率20%以下の建築材料
を使用してください。
●  製品不具合となるので、以下の場所への設置はしないで
ください。（コンクリート、モルタル、直張り工法床）
● 立て置きの長期保管はソリ・ねじれの原因になるので、
寝かせた状態にしてください。
●粘着テープなどは表面シートに貼ると、はがす際にシー
トが損傷するので貼らないでください。
●キャビネットW寸法の間口躯体寸法採りは下記を参考に
計算してください。取付けを考慮し、組合せの合計寸法
＋5mmの余裕をみてください。
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■商材一覧

フラップ扉（プッシュオープンなし・上開き/上吊元）

台輪

ベースキャビネット（配線穴加工付完成品）

フラップ扉（プッシュオープンあり・下開き/下吊元）

トールキャビネット

（梁欠対応用トールキャビネット）

ウォールキャビネット

化粧パネル

配線キャップ

家電収納用トールキャビネット

カウンター

地板なしキャビネット

スライド棚板

レンジ用棚板

耐震ロック

棚板補強金具

化粧目地棒

棚板

▶組立て P.２８ 据付け P.３８

▶組立て P.28 据付け P.38

▶組立て P.２８ 据付け P.38

▶取付け P.60

▶取付け P.60

▶取付け P.22

▶取付け P.22、33

▶取付け P.75

▶取付け P.44

▶取付け P.44

▶組立て P.32

▶取付け P.58

▶取付け P.46

▶取付け P.76

▶取付け P.75

▶取付け P.72

▶組立て P.23 据付け P.38
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■商材一覧

ハンガーバー

開き扉

カウンター収納キャビネット

開き扉

引出し

ベースキャビネット

フィラー

デスク用カウンター

デスクカウンター用固定金具

カウンター収納用FIX扉

▶組立て P.34 据付け P.48

▶取付け P.54

▶取付け P.54

▶取付け P.76

▶取付け P.44

▶取付け P.67

▶組立て P.23 据付け P.38

▶取付け P.47

▶取付け P.47

▶取付け P.36 据付け P.50
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■部材・部品の明細
■ベースキャビネット

部材名

ベースキャビネット（D300/430）

D300/D430 D300 D430 D300/D430

W04/055/08 W12/16 W20/24

H04/07/08/10 H04/07/08/10 H04/07/08/10

天板 1 1 1

側板 2 2 2

中仕切り ー 1 2

背板 1 2 3

背板芯材 2 4 6

地板 1 1 1

部品名 D300 D430 D300 D430（W12） D430（W16） D300 D430

組立用ジョイント金具（側板・中仕切り用（薄）） 11
.5薄 6 8 12 16 16 18 24

組立用ジョイント金具（天地板用（厚）） 13
.5厚 4 4 4 4 4 4 4

組立用ジョイント金具キャップ 10 12 16 20 20 22 28

組立用ジョイントボルト 10 12 16 20 20 22 28

接着剤 2 2 3 3 3 4 4

三面金具L 2 2 3 3 4 4 4

三面金具R 2 2 3 3 4 4 4

側板用頭塗装ねじ皿タッピンφ4×14 8 8 12 12 16 16 16

天地板用固定ねじ皿タッピンφ4×16 4 4 6 6 8 8 8

天地板用φ4ワッシャー  ★ 4 4 6 6 8 8 8

躯体固定ねじ φ4.5×63 4 4 6 6 8 8 8

躯体固定用φ4.5ワッシャー  ★ 4 4 6 6 8 8 8

キャビネット連結ねじφ4×28  ★ 4 4 4 4 4 4 4

背板止め部品
※取付ねじ付（なべタッピンねじφ3×16）

4 4 8 8 8 12 12

ワッシャー用キャップ 12 12 16 16 20 20 20

背板
芯材

天板

背板

中仕切り

地板
側板

側板

※図は一例です

組
立
て

取
付
け

躯
体
固
定

頭塗装

★の部品に使用します。
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組
立
て

取
付
け

躯
体
固
定

背板
芯材

天板

背板

中仕切り

地板
側板

側板

部材名

地板なしベースキャビネット ベースキャビネット配線穴加工付

D430 D430

W04/055/08 W11 W135/165/24 W22

H08/10 H02/04 H02/04 H02/04

天板 1 1 1 1

側板 2 2 2 2

中仕切り ー 1 2 3

背板 1 2 3 4

背板芯材 2 4 6 8

地板 ー 1 1 1

部品名

D430 D430

W04/055/08 W11 W135/165/24 W22

H08/10 H02/04 H02/04 H02/04

組立用ジョイント金具（側板・中仕切り用（薄）） 11
.5薄 8 16 24 32

組立用ジョイント金具（天地板用（厚）） 13
.5厚 ー 4 4 4

組立用ジョイント金具キャップ 8 20 28 36

組立用ジョイントボルト 8 20 28 36

接着剤 2 3 4 4

三面金具L 1 3 4 5

三面金具R 1 3 4 5

L字金具 2 ー ー ー

側板用頭塗装ねじ皿タッピンφ4×14 8 12 16 20

天地板用固定ねじ皿タッピンφ4×16 2 6 8 10

天地板用φ4ワッシャー  ★ 2 6 8 10

躯体固定ねじ φ4.5×63 4 6 8 10

躯体固定用φ4.5ワッシャー  ★ 4 6 8 10

キャビネット連結ねじφ4×28  ★ 4 4 4 4

背板止め部品
※取付ねじ付（なべタッピンねじφ3×16）

4 8 12 16

配線キャップ（長穴用） ー 1 1 1

配線キャップ（丸穴用） ー 2 4 6

ワッシャー用キャップ 10 16 20 24

頭塗装

※図は一例です

■部材・部品の明細
■ベースキャビネット

★の部品に使用します。
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1.取付けされる方へのお願い

部材名

ベースキャビネット
配線穴加工付 完成品

D430

W11/135/165

H02/04

キャビネット 1

部品名

D430

W11/135/165

H02/04

躯体固定ねじ φ4.5×63 8

躯体固定用φ4.5ワッシャー  ★ 8

組立用ジョイント
金具キャップ

28

台輪固定金具 5

台輪固定用ねじ
トラスタッピンねじφ4×12

15

キャビネット連結ねじ
φ4×28

 ★ 4

配線キャップ（長穴用） 1

配線キャップ（丸穴用）
W11 2

W135/165 4

ワッシャー用キャップ 20

■キャスター

■部材・部品の明細
■ベースキャビネット

部材・部品名
キャスター

2個入り 3個入り

キャスター
（ロック付） 1 1

キャスター
（ロックなし） 1 2

プレート 2 3

取付けねじ
トラスタッピンねじφ4×20 8 12

※図は一例です
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1. 取付けされる方へのお願い

■部材・部品の明細
■ウォールキャビネット

部材名

ウォールキャビネット

D130 D300/430 D300 D430

W04/08 W04/055/08 W11/12/135 W11/12/135

H04/08/10 H04/08/10 H04 H04

天板 1 1 1 1

側板 2 2 2 2

中仕切り ー ー 1 1

背板 1 1 2 2

背板芯材 2 2 4 4

地板 1 1 1 1

部品名

D130 D300/430 D300 D430

W04/08 W04/055/08 W11/12/135 W11/12/135

H04/08/10 H04/08/10 H04 H04

組立用ジョイント金具（側板・中仕切り用（薄）） 11
.5薄 ー ー 6 8

組立用ジョイント金具（天地板用（厚）） 13
.5厚 4 8 8 8

組立用ジョイント金具キャップ 4 8 14 16

組立用ジョイントボルト 4 8 14 16

接着剤 2 2 3 3

三面金具L 2 2 3 3

三面金具R 2 2 3 3

側板用頭塗装ねじ皿タッピンφ4×14 8 8 12 12

天地板用固定ねじ皿タッピンφ4×16 4 4 6 6

天地板用φ4ワッシャー  ★ 4 4 6 6

躯体固定ねじ φ4.5×63 4 4 6 6

躯体固定用φ4.5ワッシャー  ★ 4 4 6 6

キャビネット連結ねじφ4×28  ★ 4 4 4 4

背板止め部品
※取付ねじ付（なべタッピンねじφ3×16）

4 4 8 8

ワッシャー用キャップ 12 12 16 16

背板
芯材 天板

中仕切り

地板 側板

側板
背板

頭塗装

※図は一例です
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1. 取付けされる方へのお願い

★の部品に使用します。
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1.取付けされる方へのお願い

■部材・部品の明細
■トールキャビネット

部材名

トールキャビネット トールキャビネット配線用

D130 D300/430 D300/430

W04/08 W04/055/08 W04/055/08

H16 H16 H20/23 H16 H20/23

天板 1 1 1 1 1

側板 2 2 2 2 2

背板 1 1 1 1 1

背板芯材 3 3 4 3 4

固定棚板 1 1 2 ー ー

配線用固定棚板 ー ー ー 1 2

地板 1 1 1 1 1

部品名

D130 D300/430 D300/430

W04/08 W04/055/08 W04/055/08

H16 H16 H20/23 H16 H20/23

組立用ジョイント金具（天地板用（厚）） 13
.5厚 4 8 8 8 8

組立用ジョイント金具キャップ 4 8 8 8 8

組立用ジョイントボルト 4 8 8 8 8

接着剤 3 3 3 3 3

三面金具L 2 2 2 2 2

三面金具R 2 2 2 2 2

L字金具 2 2 4 2 4

側板用頭塗装ねじ皿タッピンφ4×14 12 12 16 12 16

天地板用固定ねじ皿タッピンφ4×16 4 4 4 4 4

天地板用φ4ワッシャー  ★ 4 4 4 4 4

躯体固定ねじ φ4.5×63 6 6 8 6 8

躯体固定用φ4.5ワッシャー  ★ 6 6 8 6 8

固定棚用ボルト 4 4 8 4 8

固定棚用キャップ 4 4 8 4 8

キャビネット連結ねじφ4×28  ★ 8 8 8 8 8

背板止め部品
※取付ねじ付（なべタッピンねじφ3×16）

6 6 8 6 8

ワッシャー用キャップ 18 18 20 18 20

頭塗装

背板芯材天板

背板

固定棚板

地板

側板

側板

※図は一例です
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★の部品に使用します。
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1. 取付けされる方へのお願い

■部材・部品の明細
■トールキャビネット

部材名

地板なしトールキャビネット 地板なしトールキャビネット配線用

D430 D430

W04/055/08 W04/055/08

H16 H20/23 H16 H20/23

天板 1 1 1 1

側板 2 2 2 2

背板 1 1 1 1

背板芯材 3 4 3 4

固定棚板 1 2 ー ー

配線用固定棚板 ー ー 1 2

部品名

D430 D430

W04/055/08 W04/055/08

H16 H20/23 H16 H20/23

組立用ジョイント金具（天地板用（厚）） 13
.5厚 4 4 4 4

組立用ジョイント金具キャップ 4 4 4 4

組立用ジョイントボルト 4 4 4 4

接着剤 3 3 3 3

三面金具L 1 1 1 1

三面金具R 1 1 1 1

L字金具 4 6 4 6

側板用頭塗装ねじ皿タッピンφ4×14 12 16 12 16

天地板用固定ねじ皿タッピンφ4×16 2 2 2 2

天地板用φ4ワッシャー  ★ 2 2 2 2

躯体固定ねじ φ4.5×63 6 8 6 8

躯体固定用φ4.5ワッシャー  ★ 6 8 6 8

固定棚用ボルト 4 8 4 8

固定棚用キャップ 4 8 4 8

キャビネット連結ねじφ4×28  ★ 8 8 8 8

背板止め部品
※取付ねじ付（なべタッピンねじφ3×16）

6 8 6 8

ワッシャー用キャップ 16 18 16 18

背板芯材天板

背板

固定棚板

側板

側板

頭塗装

※図は一例です
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★の部品に使用します。
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1.取付けされる方へのお願い

■部材・部品の明細
■トールキャビネット

部材名

家電収納用トールキャビネット 梁欠対応用トールキャビネット

D430 D430

W08 W04/055/08

H23 H23

天板 1 1

梁欠用天板 ー 1

側板 2 2

背板 1 1

梁欠用背板 ー 1

背板芯材 4 4

固定棚板 2 2

地板 1 1

部品名

D430 D430

W08 W04/055/08

H23 H23

組立用ジョイント金具（天地板用（厚）） 13
.5厚 8 10

組立用ジョイント金具キャップ 8 10

組立用ジョイントボルト 8 10

接着剤 3 3

三面金具L 2 2

三面金具R 2 2

L字金具 4 6

側板用頭塗装ねじ皿タッピンφ4×14 16 20

天地板用固定ねじ皿タッピンφ4×16 4 6

天地板用φ4ワッシャー  ★ 4 6

躯体固定ねじ φ4.5×63 8 8

躯体固定用φ4.5ワッシャー  ★ 8 8

固定棚用ボルト 8 8

固定棚用キャップ 8 8

キャビネット連結ねじφ4×28  ★ 8 8

背板止め部品
※取付ねじ付（なべタッピンねじφ3×16）

8 8

背板固定用丸木ねじφ3.5×25 ー 4

ワッシャー用キャップ 20 22

背板芯材天板

背板

固定棚板

地板

側板

側板

頭塗装

※図は一例です
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★の部品に使用します。
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1. 取付けされる方へのお願い

■部材・部品の明細
■カウンター収納キャビネット

部材名

カウンター収納キャビネット カウンター
収納
FIX扉

カウンター
収納FIX扉
（L型コーナー用）

D300/430
W08 W12/16 W08 W12/16 W20/24
H08 H08 H11 H11 H08 H11 W04/08用 D300/430用

天板 1 1 1 1 1 1 ー ー
側板 2 2 2 2 2 2 ー ー
中仕切り ー 1 ー 1 2 2 ー ー
固定棚板 ー ー 1 2 ー 3 ー ー
FIX扉 ー ー ー ー ー ー 1 2
地板 1 1 1 1 1 1 ー ー
けこみ板 2 2 2 2 2 2 ー ー
床固定桟木 1 1 1 1 2 2 ー 1

部品名

W08/12/16 W20/24 カウンター
収納
FIX扉

カウンター
収納FIX扉
（L型コーナー用）H08 H11 H08 H11

D300 D430 D300 D430 D300 D430 D300 D430 W04/08用 D300/430用

組立用ジョイント金具
（側板・中仕切り用（薄）） 8 12 8 12 12 18 12 18 ー ー

組立用ジョイント金具
（天地板用（厚）） 4 4 4 4 4 4 4 4 ー ー

組立用ジョイント金具キャップ 12 16 12 16 16 22 16 22 ー ー

組立用ジョイントボルト 12 16 12 16 16 22 16 22 ー ー

固定棚用ボルト ー ー 8 8 ー ー 12 12 ー ー

固定棚用キャップ ー ー 8 8 ー ー 12 12 ー ー

けこみ板固定金具 8 8 8 8 10 10 10 10 ー ー

けこみ板固定用ねじ
トラスタッピンφ4×12 24 24 24 24 30 30 30 30 ー ー

躯体・桟木固定ねじ
皿木ねじ φ4.5×63 8 8 8 8 12 12 12 12 ー 4

φ4.5用ワッシャー  ★ 8 8 8 8 12 12 12 12 ー 4

三面金具L ー ー ー ー ー ー ー ー 2 2

三面金具R ー ー ー ー ー ー ー ー 2 2

側板用頭塗装ねじ
皿タッピンφ4×14

ー ー ー ー ー ー ー ー 8 8

天地板用固定ねじ 
皿タッピンφ4×16 ー ー ー ー ー ー ー ー 8 8

φ4用ワッシャー  ★ ー ー ー ー ー ー ー ー 8 8

前板固定金具 ー ー ー ー ー ー ー ー ー 10

トラスタッピンφ4×12 ー ー ー ー ー ー ー ー ー 20

前板固定金具キャップ ー ー ー ー ー ー ー ー ー 10

ワッシャー用キャップ 6 6 6 6 8 8 8 8 8 10

頭塗装

13
.5厚

11
.5薄

天板

固定棚板

FIX扉

けこみ板

地板

側板

側板

中仕切り

床固定桟木

※図は一例です
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1.取付けされる方へのお願い

部材・部品名 デスクカウンター用固定金具

固定金具
L : 1196 1

L : 270 1

トラスタッピンねじφ４×50 8

トラスタッピンねじφ４×25 8

■部材・部品の明細
■納まり部材

■カウンター・デスク用カウンター

■デスクカウンター用固定金具

部材・部品名
カウンター・デスク用カウンター

W04/055 W08 W12/16 W20/24

カウンター（t=16.6） D300/D430 1 1 1 1

デスク用カウンター（t=31.6） D300/D430 ー 1 1 1

取付けねじ皿タッピンねじφ4×45 8 8 16 24

ワッシャー 8 8 16 24

ねじキャップ 8 8 16 24

木口材（カウンターのみ） 2 2 2 2

■台輪

部材名
台輪（D300/430）

W04/055/08用 W11/12/135/16 W165 W20/22/24

前台輪 1 1 1 1

側台輪 2 2 2 2

中台輪 ー 1 2 3

後台輪 1 1 1 1

部品名 W04/055/08用 W11/12/135/16 W165 W20/22/24

連結ねじφ４×28　　　　　　　　　　　　　　　 4 8 12 12

ねじキャップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4 8 12 12

側台輪

側台輪

中台輪
前台輪

後台輪

フィラー 化粧パネル 化粧目地棒

本体

ベース材 1

1 1

パネル材 1

取付けねじ/
キャップなど なべタッピンねじφ4×40 12

皿タッピン
ねじφ4×35

2500 4000

連結ねじ φ4×28
12

12 24

ワッシャー 12 24

ねじキャップ 12 24

木口貼り材 2 ねじキャップ 12
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1. 取付けされる方へのお願い

■部材・部品の明細
■棚板

部材・部品名
固定棚板 レンジ用棚板 カウンター

収納用固定棚板
配線固定棚板
（D300/430用）

1枚入 1枚入 1枚入 1枚入

棚板 1 1 1 1

固定棚板用ボルト 4 4 4 4

キャップ 4 4 4 4

部材・部品名

可動棚板 配線可動棚板 カウンター
収納用可動棚板

D130用 D300/430用 D300/430用 D300/430用

1枚入 4枚入 1枚入 4枚入 1枚入 1枚入

棚板 1 4 1 4 1 1

棚ダボ ー ー 4 16 4 4

可動棚板用ボルト 4 16 ー ー ー ー

キャップ 4 16 ー ー ー ー
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1.取付けされる方へのお願い

■部材・部品の明細
■開き扉

部材・部品名

開き扉

木・アルミ扉
プッシュオープンあり
H04/07/08/10

木・アルミ扉
プッシュオープンあり
H12/14/16

木・アルミ扉
プッシュオープンなし
H04/07/08/10

木扉
プッシュオープンなし
H12/14/16

アルミ扉
プッシュオープンなし
H12/14/16

W04/055 W08 W04/055 W08 W04/055 W08 W04/055 W08 W04/055 W08

扉本体 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

丁番座 2 4 4 8 2 4 4 8 4 8

丁番カップキャッチあり ー ー ー ー 2 4 4 8 2 4

丁番カップキャッチなし 2 4 4 8 ー ー ー ー 2 4

丁番座用/丁番カップ用ねじ（木扉用）
皿タッピンねじφ4×16

8 16 16 32 8 16 16 32 8 16

丁番カップ用ねじ（アルミ扉用）
皿タッピンねじφ3.5×10

4 8 8 16 4 8 ー ー 8 16

マグネットラッチ 1 2 1 2 ー ー ー ー ー ー

マグネットラッチ取付けねじ
なべタッピンねじφ4×16

2 4 2 4 ー ー ー ー ー ー

マグネットラッチプレート 1 2 1 2 ー ー ー ー ー ー

マグネットラッチプレート取付けねじ
皿タッピンねじφ3.5×10

1 2 1 2 ー ー ー ー ー ー

クリアバンポン（対棚板用） 5 ー ー ー ー 2 4 2 4 2 4

クリアバンポン（対天地板用） 2.
7 ー ー ー ー 2 4 2 4 2 4
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1. 取付けされる方へのお願い

■部材・部品の明細
■フラップ扉（H02）

部材・部品名

フラップ扉
H02（プッシュオープンあり）

W055木扉 W08木扉
W135アルミ扉

W055・08アルミ扉 W11アルミ扉

扉本体 1 1 1

丁番座 2 2 3

丁番カップ 2 2 3

丁番座用/丁番カップ用ねじ（木扉用）
皿タッピンねじφ4×16

10 10 15

丁番カップ用ねじ（アルミ扉用）
皿タッピンねじφ3.5×10 4 4 6

H02用ステー 1 2 2

H02ステー用ワッシャー 4 8 8

キャビネット側ブラケット取付けねじ
皿タッピンねじφ4×16 4 8 8

扉側ブラケット取付けねじ（木扉用）
皿タッピンねじφ4×16 2 4 ー

扉側ブラケット取付けねじ（アルミ扉用）
皿タッピンねじφ3.5×10 2 4 4

マグネットラッチ本体 1 1 1

マグネットラッチ本体取付けねじ
なべタッピンねじφ4×16 2 2 2

マグネットラッチプレート 1 1 1

マグネットラッチプレート取付けねじ
皿タッピンねじφ3.5×10 1 1 1
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1.取付けされる方へのお願い

■部材・部品の明細
■フラップ扉（H04）

部材・部品名

フラップ扉
H04（プッシュオープンあり） H04（プッシュオープンなし）

W055/08 W11/12 W135 W055/08 W11/12 W135

木・アルミ扉 木・アルミ扉 木・アルミ扉 木・アルミ扉 木・アルミ扉 木・アルミ扉

扉本体 1 1 1 1 1 1

丁番座 2 2 3 2 2 3

丁番カップ 2 2 3 2 2 3

丁番座用/丁番カップ用ねじ（木扉用）
皿タッピンねじ4×16

10 10 15 10 10 15

丁番カップ用ねじ（アルミ扉用）
皿タッピンねじφ3.5×10

4 4 6 4 4 6

H04用ステー本体 1 2 2 1 2 2

調整用レンチ 1 1 1 1 1 1

H04用ステー扉側ブラケット 1 2 2 1 2 2

扉側ブラケット取付けねじ（木扉用）
皿タッピンねじφ4×16

2 4 4 2 4 4

扉側ブラケット取付けねじ（アルミ扉用）
皿タッピンねじφ3.5×10

2 4 4 2 4 4

H04用ステーキャビネット側ブラケット 1 2 2 1 2 2

キャビネット側ブラケット取付けねじ
皿タッピンねじφ4×14（D8）

2 4 4 2 4 4

マグネットラッチ本体 1 1 1 ー ー ー

マグネットラッチ本体取付けねじ
なべタッピンねじφ4×16

2 2 2 ー ー ー

マグネットラッチプレート 1 1 1 ー ー ー

マグネットラッチプレート取付けねじ
皿タッピンねじφ3.5×10

1 1 1 ー ー ー

クリアバンポン 2.
7 ー ー ー 2 3 3

商
材
一
覧

部
材
・
部
品

の
明
細

据
付
け
前
の

準
備

ベ
ー
ス
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
組
立
て
手
順

ウ
ォ
ー
ル
・
ト
ー
ル

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

台
輪

完
成
品

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

カ
ウ
ン
タ
ー
収
納

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

ベ
ー
ス
・
ウ
ォ
ー
ル

ト
ー
ル
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
据
付
け
手
順

納
ま
り

部
材

カ
ウ
ン
タ
ー

デ
ス
ク
用
カ
ウ
ン
タ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
収
納

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

開
き
扉

フ
ラ
ッ
プ
扉

引
出
し

そ
の
他

調
整
方
法



19/78

1. 取付けされる方へのお願い

■部材・部品の明細
■引出し ■スライド棚板

■把手

■耐震ロック

■ハンガーバー

■棚板補強金具

部材・部品名

引出し

W04/055/08

H02/03/04

プッシュ
オープン

ソフト
モーション

前板 1 1

本体 1 1

前板取付けねじ
バインドタッピンねじφ4×25 6 6

引出しレール L/R
各1

L/R
各1

レール取付けねじ
（キャビネット連続穴用） 4 4

レール取付けねじ（現場加工穴用）
皿タッピンねじφ4×14（D8) 4 4

レール着脱部品 L/R
各1

L/R
各1

レール着脱部品取付けねじ
皿タッピンねじφ4×16（D7) 8 8

クリアバンポン（対中仕切り用） 4 ー 2

クリアバンポン（対側板用） 2.
7 ー 2

部材・部品名 スライド棚板

スライド棚板 1

引出しレール 2

キャビネット側レール取付けねじ
（皿タッピンねじφ4×14）

6

引出し本体側レール取付けねじ
（皿タッピンねじφ3.5×10）

6

部材・部品名 把手セット
（入1）

把手セット
（入2）

把手 1 2

特平小ねじM4×25 2 4

部材・部品名 W04/W055/W08用

ハンガーバー 1

ブラケット 2

部材・部品名 耐震ロック(開き扉用）

耐震ロック本体 1

耐震ロック受け座 1

取付けねじ
トラスタッピンねじφ3.5×14 4

部材・部品名 棚板補強金具

棚板補強金具 1

頭塗装ねじ
（皿タッピンねじφ3.5×16）

4

クリアバンポン 4 2

ワッシャー
（M8内径8.5×外径16×厚み1.2） 4

頭塗装
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2. 据付け前の準備
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■設置個所の作り方

 警　告
● 下記条件をお守りください。
　キャビネットが脱落・転倒しケガを
するおそれがあります。
・桟木は厚さ30mm×90mm以上の
硬木を使用してください。
・桟木を壁に後付けする場合は、その
桟木は必ず躯体に固定してください。
<カウンター収納の場合＞
・床下地材は合板12mm以上を使い、床
と合わせて24mm以上にしてください。
※下地条件を満たさない床暖房設置部
への設置はできません。

■トールキャビネット（床置き納まり）

1
5
5
9

1
6
9
8（
梁
欠
対
応
用
の
場
合：
15
38
）

1
9
4
3

２
３
２
７（
梁
欠
対
応
用
の
場
合：
1
8
9
3
）

桟木：厚さ30mm×90mm以上
（H23）

（H20）

（H16）

45

８
９
８

（
家
電
収
納
用
の
場
合：
38
6）

天板

桟木背板

躯体30

90

【H16/H20/H23】 
●地板なしの場合

1
0
9

1
5
5
9

1
9
4
3

（H23）

（H20）

（H16）

桟木：厚さ30mm×90mm以上

８９
８

（
家
電
収
納
用
の
場
合：
38
6）

16
9
8（
梁
欠
対
応
用
の
場
合：
15
38
）

２３
２７
（
梁
欠
対
応
用
の
場
合：
1
8
9
3
）

天板

桟木背板

躯体30

90

【H16/H20/H23】 
●地板ありの場合

■桟木の取付け位置
■ベースキャビネット（床置き納まり）

桟木：厚さ30mm
　　　　×90mm以上

9
6
9

7
7
7

67
1

39
3

20
1

10
9

（H10）
（H08）

（H07）

（H04）
（H02）

天板

桟木背板

躯体30

90

【H02/H04/H07/H08/H10】
●地板ありの場合

【H08/H10】 
●地板なしの場合

桟木：厚さ30mm×90mm以上

9
6
9

7
7
7

45

（H10）

（H08）

天板

桟木背板

躯体30

90

■ウォールキャビネット
【H04/H08/H10】

桟木：厚さ30mm
　　 ×90mm以上

31
1
4
5

6
9
5

8
8
7

キ
ャ
ビ
ネ
ット
上
端
寸
法

（H10） （H08） （H04）

天板

桟木背板

躯体30

90

桟木：厚さ30mm×90mm以上

6
7
1

6
7
1

デスク用
カウンター

デスク用カウンター

桟木

躯体
30

90

■デスク用カウンター
【H07片側壁納まり】



21/78

2. 据付け前の準備
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床下地が必要な範囲

床固定桟木
※W20／24のみ

L型設置時

床固定桟木
キャビネット

W08：800
W12：1200
W16：1600
W20：2000
W24：2400

W08：800
W12：1200
W16：1600
W20：2000
W24：2400

D430
D300

D430
D300

床面

壁面

●床下地の作り方

床固定
桟木

ＦＬ30

床材＋床下地（合板12mm以上）：24mm以上

床材

床下地

D430：320
D300：190

■床下地条件と壁固定桟木取付け位置
カウンター収納設置場所は下図の床下地にしてください。

床固定桟木の固定➡P.48へ

10
9

H
08
/H
11
共
通
:7
77桟木：厚さ30mm×90mm以上

床面

壁面

壁固定桟木

躯体30

90

●壁固定桟木位置
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3. キャビネット組立て手順
ベースキャビネット

配線穴加工付
配線穴（現場加工）

基本タイプ H02 金具と背板
芯材の取付け

キャスターの
取付け

▶P.23

完成品
キャビネット

カウンター収納
キャビネット台輪

ウォール・トールキャビネット
基本タイプ 金具と背板

芯材の取付け
梁欠
対応用

▶P.28 ▶P.30 ▶P.31 ▶P.32 ▶P.33 ▶P.34▶P.24 ▶P.26 ▶P.27

■組立て前の準備

組立て前に配線穴加工付背板の取付け位置を確認してください。

配線キャップを取付ける位置に、下図のようにくり抜き加工を
します。
※ カウンターを乗せる場合はカウンターにも加工してください。
※ 三面金具や背板、側板、中仕切りのある場所には加工しな
いでください。

側板配線キャップを取付ける位置に、下図のようにくり抜き加
工をします。
※ 中仕切りに取付ける場合は両側からキャップをはめ込んでく
ださい。

配線用穴

配線用穴

配線用穴
天板配線穴

天板配線穴

天板配線穴

正面図

側板配線
キャップ

天板配線キャップ（長穴用）

φ38貫通穴

配線用穴背板

1
6
6

8
0

㊤

㊦

※背板には上下があります。
　上図の向きで取付けてください。

側板配線キャップ
※中仕切りに取付ける場合は
　両側からキャップをはめ込んで
　ください。

天板配線キャップ（長穴用）

φ38貫通穴

φ39貫通穴

カウンター
天板配線
キャップ（丸穴用）

〔丸穴用〕

φ38

〔丸穴用〕

φ39

〔長穴用〕 R636（長穴用）

220

【配線穴加工付背板の取付け推奨位置】

【配線キャップ取付けイメージ】

【配線キャップ取付けイメージ】

■天板の穴加工

■中仕切り・側板の穴加工
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■ベースキャビネット配線穴加工付（H04）の場合 ■配線キャップ現場加工取付けの場合

キズ・汚れ防止のため、下記をおすすめします。
●製品組立て前に配線穴加工すること
●製品組立て後にキャップ等を取付けること
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3. キャビネット組立て手順
ベースキャビネット

配線穴加工付
配線穴（現場加工） 基本タイプ

H02 金具と背板
芯材の取付け

キャスターの
取付け

完成品
キャビネット

カウンター収納
キャビネット台輪

ウォール・トールキャビネット
基本タイプ 金具と背板

芯材の取付け
梁欠
対応用

▶P.28 ▶P.30 ▶P.31 ▶P.32 ▶P.33 ▶P.34▶P.24 ▶P.26 ▶P.27▶P.22

木目方向

木目方向

木目方向

4

2

2

2

天板
6

5
背板

背板

背板

5

5

3

3

左側板

右側板

中仕切り

中仕切り
4

地板

接着剤

背板溝

背板溝に充てん
2.接着剤の充てん

組立用ジョイント
ボルト

地板

木ダボ
組立用
ジョイント金具

3・4・6.ジョイント金具の固定

1.組立て準備（部品の取付け）

組立用ジョイント
金具キャップ

ドライバー

締める

地板

中
仕
切
り

左側 右側

右側
㊤

㊦

左側

ジョイント金具

※正しい向きに取付けないと、背
板にすき間ができたり、背板が納
まりません。

ジョイント金具を右側
にして組立ててください。

組立用
ジョイントボルト

天板
☆（厚）

☆（厚）

組立用
ジョイント金具

地板

中仕切り枚数
W04・W055・W08 無し
W11・W12・W16 1枚
W135・W165・W20・W24 2枚
W22 3枚

側板

★（薄）

中仕切り
★（薄）

★（薄）

組立用ジョイントボルトの取付け

厚み違いあり！

★【側板・中仕切り用】☆【天地板用】
組立用ジョイント金具 ： 厚みと取付け向き

木口面11.5

2

13.5

（厚） （薄）

は木口面！

浮き
へこみ

■ベースキャビネットの組立て（基本タイプ）

※ 説明図はW24・D430・H08です。タイプにより部材のサイズ・
数量は異なりますが、H02以外は組立手順は同じです。

キャビネット組立て時のお願い
●組立て不良となるので、下記事項をお守りください。
•平坦な場所で組立ててください。
•背板溝に接着剤を塗布してください。
•接着剤硬化前に
　水平・対角・垂直寸法
　を等しい状態にして
　ください。

A

C

D  E
B HF G

キャビネット
施工方法

1. 組立て準備（部品の取付け）
2. 接着剤の充てん
3. 側板の固定
4. 中仕切りの固定
5. 背板のはめ込み
6. 天板の固定
の順で組立てます。

H02の場合➡P.24へ
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3. キャビネット組立て手順
ベースキャビネット

配線穴加工付
配線穴（現場加工）

基本タイプ
H02

金具と背板
芯材の取付け

キャスターの
取付け

▶P.23

完成品
キャビネット

カウンター収納
キャビネット台輪

ウォール・トールキャビネット
基本タイプ 金具と背板

芯材の取付け
梁欠
対応用

▶P.28 ▶P.30 ▶P.31 ▶P.32 ▶P.33 ▶P.34▶P.26 ▶P.27
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組立用ジョイントボルト

三面金具R

三面金具L

三面金具L

30

30

組立用
ジョイントボルト

☆（厚）

☆（厚）

三面金具L

天地板用
φ4ワッシャー

天地板用固定ねじ
皿タッピンφ4×16ワッシャー用

キャップ

天板

下穴
（工場加工済）

L/Rあり
注意

天板裏面
中間部は常に
ジョイントボルト
の左側に取付け

ジョイントボルト

浮き
へこみ

組立用ジョイント金具
（天地板用）

三面金具の取付け（側板・中仕切り）

地板

側板

天板

中仕切り

※必ず天地板用のワッシャーをご使用
　ください。

H02は高さが低いので、組立て前に
取付けます。

天地用

4.2
φ4ワッシャー

躯体用

6.4

側板用
頭塗装ねじ
皿タッピン
φ4×14

組立用ジョイントボルトの取付け

三面金具の取付け（天板）

組立用ジョイント金具：厚みと取付け向き

★【側板・中仕切り用】☆【天地板用】

（厚） （薄）
11.5

2

13.5

厚み違いあり！

組立用
ジョイントボルト

組立用ジョイント金具
（側板・中仕切り用）

★（薄）

★（薄）

三面金具R

側板用
頭塗装ねじ
皿タッピンφ4×14

三面金具R
L/Rあり注意

木口面

は木口面！

H02は高さが低いので、組立て前に取付けます。

※ フラップ扉を取付ける場合は、
　先に下穴加工、部品取付けをしてください。

※ カウンター付の場合は、
　先に天板にカウンターを取付けてください。 カウンターの取付け➡ P.46へ

フラップ扉の取付け➡ P.60へ

■ベースキャビネットの組立て準備（H02の場合）

組立てのポイント
組立て前に部品取付け・下穴加工をします。
※高さが低く、組立て後には特殊工具が必要。

▶P.22
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3. キャビネット組立て手順
ベースキャビネット

配線穴加工付
配線穴（現場加工）

基本タイプ
H02

金具と背板
芯材の取付け

キャスターの
取付け

▶P.23

完成品
キャビネット

カウンター収納
キャビネット台輪

ウォール・トールキャビネット
基本タイプ 金具と背板

芯材の取付け
梁欠
対応用

▶P.28 ▶P.30 ▶P.31 ▶P.32 ▶P.33 ▶P.34▶P.26 ▶P.27

1

間口の中心

間口の
中心

連結ねじ
φ4×28

天板
7

側板2

側板2

地板
4

地板
4

台輪6

中仕切り3

背板
5

背板
5

※キャビネット寸法に合
わせて右の位置でねじ
止めしてください。
　納まり部材を取付ける
場合は台輪の位置が異
なります。

側板用
頭塗装ねじ
皿タッピン
φ4×14

連結ねじ（φ4×28）

200 200

【W800の間口】
連結ねじ
（φ4×28）

【W400/550の間口】

間口の中心

組立用ジョイント
ボルト

地板

木ダボ

組立用
ジョイント金具

組立用ジョイント
金具キャップ

ドライバー

締める

6.台輪との連結（台輪がある場合のみ）

2・3・５・7.
ジョイント金具の固定

※正しい向きに取付けないと、背
板部にすき間ができたり、背板
が納まりません。

右側㊤

㊦

左側

ジョイント
金具

1.接着剤の充てん

接着剤

背板溝
背板溝に充てん

7.三面金具の取付け
　 （側板・中仕切り）

地板

中
仕
切
り

左側 右側

4.三面金具の取付け
    （地板） 
ワッシャー用
キャップ
天地板用固定ねじ
皿タッピンφ4×16

天地板用
φ4ワッシャー

ジョイント金具を右側
にして組立ててください。

天板

背板

中仕切り
側板・

後 前

71

64

19.5 

台輪固定ねじ
（連結ねじφ4×28）

台輪

ねじ
キャップ

H02は天板を取付ける前に台輪と連結します。

納まり部材の取付け➡P.44へ

■ベースキャビネットの組立て（H02の場合）

1. 接着剤の充てん
2. 側板の固定
3. 中仕切りの固定
4. 三面金具の固定
5. 背板のはめ込み
6. 台輪との連結（台輪がある場合のみ）
7. 天板の固定（ジョイント金具・三面金具）
の順で組立てます。

台輪の組立て➡P.32へ
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▶P.22

キャビネット組立て時のお願い
●組立て不良となるので、下記事項をお守りください。
•平坦な場所で組立ててください。
•背板溝に接着剤を塗布してください。
•接着剤硬化前に
　水平・対角・垂直寸法
　を等しい状態にして
　ください。

A

C

D  E
B HF G
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3. キャビネット組立て手順
ベースキャビネット

配線穴加工付
配線穴（現場加工）

基本タイプ H02
金具と背板
芯材の取付け

キャスターの
取付け

▶P.23

完成品
キャビネット

カウンター収納
キャビネット台輪

ウォール・トールキャビネット
基本タイプ 金具と背板

芯材の取付け
梁欠
対応用

▶P.28 ▶P.30 ▶P.31 ▶P.32 ▶P.33 ▶P.34▶P.27

■金具と背板芯材の取付け

2背板芯材
3背板止め部品

なべタッピン
ねじφ3×16

三面金具

1

1

1

1

リケイ紙をはがす

接着剤を塗布する

接着材の塗布位置

2.背板芯材の取付け（キャビネット裏面）

　
キャビネット内側のすき間が目立つ場合のみ、
背板止め部品を取付けます。
 

3.背板止め部品の取付け（キャビネット裏面）

背板芯材

背板止め部品

側板／中仕切り

なべタッピン
ねじφ3×16

背板
芯材

天板

背板芯材取付け上のお願い
●取付け不良となるので、背板芯材に接着剤を塗布してく
ださい。

 1. 三面金具の固定(H02は固定済）
2. 背板芯材の固定
3. 背板止め部品の固定
の順で部品を取付けます。

1.三面金具の取付け

側板用頭塗装ねじ
皿タッピンφ4×14

L/Rあり
注意

三面金具の角を
側板と背板の角に
合わせる。

地板・天板

背板中仕切り
側板・

天地板用
φ4ワッシャー

ワッシャー用
キャップ

天地板用固定ねじ
皿タッピンφ4×16

L字金具を
取付けます。

■地板なしの場合 ※接着剤が硬化するまで、
　キャビネット下部内側に
　養生用部材（現場手配）
　を入れてください。
　キャビネットのW寸法が
　正しく出なくなります。

側板

背板
側板

養生用部材
（現場手配）

お願い

【W16・D430の場合】
W16・D430のみ、三面金具を
中仕切りの両面に取付けます。

中仕切り三面金具

※必ず天地板用のワッシャーをご使用ください。
φ4ワッシャー

天地用

4.2

躯体用

6.4

三面金具 L字金具（地板なしのみ）

中仕切りなし 中仕切りあり 中仕切りあり W16のみ 地板なし

※中仕切りの右側に取付。 中仕切りの左側にも取付。

 警　告
● 背板芯材に必ず接着剤を塗布してく
ださい。キャビネットが脱落・転倒し
ケガをするおそれがあります。
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3. キャビネット組立て手順

地板

  キャスター
（ロックなし）

トラスタッピン
ねじφ4×20

カウンター

プレート

キャビネット前面

キャビネット底面   キャスター
（ロック付き）

【W16】

ベースキャビネット
配線穴加工付
配線穴（現場加工）

基本タイプ H02 金具と背板
芯材の取付け キャスターの

取付け▶P.23

完成品
キャビネット

カウンター収納
キャビネット台輪

ウォール・トールキャビネット
基本タイプ 金具と背板

芯材の取付け
梁欠
対応用

▶P.28 ▶P.30 ▶P.31 ▶P.32 ▶P.33 ▶P.34▶P.26

キャスター取付け後のお願い
●キャスターがガタツキなく取付いていることを確認してください。
●キャビネットを3回程度動かして、キャスターの作動不良などが
ないことを確認してください。

部：ロック付きのキャスター
部：ロックなしのキャスター

それぞれ指定の位置に取付けてください。

キャビネットの背板側を床面に合わせて仮置きし、同梱の
プレートと共締めします。

※ロック付きをキャビネット前面側に取付けます。

■キャスター取付け位置

■キャスターの取付け

41【W22】

45 505 550 550 505 45

45 355 800 755
45

45 755

800 400

755

41

41

前面

【W16】 前面

45

400

800 800 400【W20】 前面

45
17
0

45
17
0

45

●キャスター加工詳細

地板
側板

25

2
5

45

41

下穴
（φ2.5×
 深さ12mm）

45 a b c

45
17
0

41

【W135、W165、W24】
前面

W24のみ
800 800400 400

45

■キャスター種類
ロック

  キャスター
（ロックなし）

  キャスター
（ロック付き）

■キャスターのロック方法
矢印のようにツマミを押します。
※ ロック解除はツマミを再度、
　押します。

  キャスター
（ロック付き）

ツマミ

押します

（単位：mm）
取付け位置 a b c
W135 355 550 355

W165 505 550 505

W24 755 800 755

 注　意
● 下記事項をお守りください。
　キャビネットが転倒してケガをするお
それがあります。
・キャスター取付け可能ベースキャビ
ネット範囲（D430のみ取付け可能）

・キャスター付きキャビネットには
　D300引出しのみ取付け可能です。
　（その他の引出し・開き扉・フラップ
扉は取付けできません）

引出しの取付け➡ P.67へ

W12以下 W135以上
H07以上 × ×
H04以下 × 取付け可能
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3. キャビネット組立て手順
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■ウォール・トールキャビネットの組立て準備（基本タイプの場合）

A

B

㊤

㊦

※D130は上下に1本ずつです。
組立用ジョイントボルトの取付け

組立用ジョイント金具：厚みと取付け向き

固定棚用ボルトの取付け（トールキャビネットのみ）

組立用ジョイント
金具（天地板用）

天板・地板

固定棚用ボルト

取付け推奨位置 Ａ

地板有
H16 770
H20/23 770

地板無 H16 834
H20/23 834

家電収納 H23 386

B
ー

1538
ー

1602
1538

※上記は推奨位置です。扉割りのプランによって取付
　け位置を変更してください。

☆（厚）

側板

組立用ジョイントボルト

へこみ

組立用
ジョイント
ボルト

固定棚用
ボルト

浮き

★【側板・中仕切り用】☆【天地板用】

（厚） （薄）
11.5

2

13.5

木口面

浮き
へこみ

は木口面！

組立用
ジョイント
ボルト

組立用
ジョイント金具
（天地板用）

☆（厚）

☆（厚）
天板・地板

側板
中仕切り

★（薄）

★（薄）★（薄）

組立用
ジョイント
ボルト

厚み違いあり！

●中仕切りありウォールキャビネットの場合 ●梁欠対応用トールキャビネットの場合

側板

固定棚用
ボルト

組立用
ジョイントボルト

1
5
3
8

7
7
0

※ 説明図はW04D430H23です。タイプにより部材のサイズ・
数量は異なりますが、組立て手順は同じです。

梁欠対応の場合➡ P.31へ

ベースキャビネット
配線穴加工付
配線穴（現場加工）

基本タイプ H02 金具と背板
芯材の取付け

キャスターの
取付け

▶P.23

完成品
キャビネット

カウンター収納
キャビネット台輪

ウォール・トールキャビネット

基本タイプ
金具と背板
芯材の取付け

梁欠
対応用

▶P.30 ▶P.31 ▶P.32 ▶P.33 ▶P.34▶P.27▶P.24 ▶P.26▶P.22
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3. キャビネット組立て手順

▶P.27
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     左側板

右側板

中仕切り

天板

背板

地板

4

2

木目方向

■天板・地板の見分け方（中仕切り有りウォールキャビネット）
　中仕切りのジョイント金具は片側に偏芯して
　います。

■ウォール・トールキャビネットの組立て（基本タイプの場合）

固定棚板をスライドさせ、はめ込む。

㊤

㊦

側板

ジョイント部品
（固定棚）

固定棚用ボルト

側板

天板

地板

固定棚板

1

1

2
5

固定棚板
5

4

背板
3

2

2・3・4.ジョイント金具の固定

5.固定棚板の固定

組立用
ジョイントボルト

組立用
ジョイント金具
（天地棚用）

木ダボ

1.接着剤の充てん

接着剤

背板溝

※配線棚板の場合、
　背板との間にすき間
　（約2cm）があります。

締
め
る

ドライバー

組立用ジョイント
金具キャップ ※斜めにドライバーを差込んでください。

　ジョイント部品が破損します。

背板溝に充てん

固定棚板用
キャップ

締める

斜め
ドライバー

天板

ジョイント金具が
左に寄る

背板溝

地板

ジョイント金具が
右に寄る

背板溝

中
仕
切
り

天板

地板

地板30

45

30

30

梁欠き対応の場合
事前に側板・天板を切断します。

※側板には上下があります。
　右側板で確認してください。
【D430/D300】 【D130】

右側板

㊤

㊦

右側板

ラベルが貼ってある
方が「下」です。

ラベルが貼ってある
方が「下」です。

注
意

●
奥
行
き
1
3
０
m
m

　 　 　 　

製
品
高
さ
/

　
　
　

棚
板
取
付
け
段
数

㊤

㊦

1. 接着剤の充てん
2. 天地板の固定
3. 背板のはめ込み
4. 側板の固定
5. 固定棚板の固定
の順で組立てます。

梁欠対応の場合➡P.31へ

ベースキャビネット
配線穴加工付
配線穴（現場加工）

基本タイプ H02 金具と背板
芯材の取付け

キャスターの
取付け

▶P.23

完成品
キャビネット

カウンター収納
キャビネット台輪

ウォール・トールキャビネット

基本タイプ
金具と背板
芯材の取付け

梁欠
対応用

▶P.30 ▶P.31 ▶P.32 ▶P.33 ▶P.34▶P.26▶P.24▶P.22

キャビネット組立て時のお願い
●組立て不良となるので、下記事項をお守りください。
•平坦な場所で組立ててください。
•背板溝に接着剤を塗布してください。
•接着剤硬化前に
　水平・対角・垂直寸法
　を等しい状態にして
　ください。
●ジョイント部品が破損するので、手回しドライバーを斜めに
して締付けてください。

A

C

D  E
B HF G
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3. キャビネット組立て手順

▶P.28

天地板用
φ4ワッシャー

ワッシャー用
キャップ

天地板用
固定ねじ
皿タッピン
φ4×16

側板用頭塗装ねじ
皿タッピンφ4×14

L/Rあり
注意

三面金具の角を
側板と背板の角に
合わせます。

地板・天板

側板背板

※必ず天地板用の
　ワッシャーを
　ご使用ください。 天地用

4.2

躯体用

6.4φ4ワッシャー

3.背板芯材の取付け（キャビネット裏面） 1.三面金具の取付け

3背板芯材

4背板止め部品

2
L字金具

1三面金具

1
三面金具

なべタッピン
ねじφ3×16

トールキャビネットは
中間部にも取付けます。
※H16時 1本
　H20/H23時 2本

4.背板止め部品の取付け（キャビネット裏面）

      

キャビネット内側のすき間が目立つ場合のみ、
背板止め部品を背板芯材に
近い位置に取付けます。

2.L字金具の取付け
　（トールキャビネットのみ）

なべタッピン
ねじφ3×16

背板止め部品

側板／中仕切り

背板
芯材

天板

L字金具

工場加工済下穴

側板用頭塗装ねじ
皿タッピンφ4×14

※金具の裏面位置に背板芯材を取付けます。

トールキャビネット
背板芯材取付位置

梁欠き
家電収納

地板無

地板有

H23
H23

H20/23
H16

H20/23
H16

810
298
874
874
810
810
A

1450
1610
1674
ー

1610
ー
B

リケイ紙を
はがす

接着剤を塗布する

背板止め
部品

三面金具

L字金具

天板

地板

A

L字金具

三面金具

B

背板芯材

※接着剤が硬化するまで、
　キャビネット下部内側に
　養生用部材（現場手配）
　を入れてください。
　キャビネットのW寸法が
　正しく出なくなります。

お願い

下部も
L字金具を
取付けます。

■地板なしの場合

側板

背板側板
養生用部材
（現場手配）

接着材の塗布位置

■金具と背板芯材の取付け

背板芯材取付け上のお願い
●取付け不良となるので、背板芯材に接着剤を塗布してください。

三面金具 L字金具

1. 三面金具の固定
2. L字金具の固定
3. 背板芯材の固定
4. 背板止め部品の固定（すき間が目立つ場合のみ）
の順で部品を取付けます。

※D130を壁埋込み納まりで取付けする場合は
1. 三面金具の固定  2. L字金具の固定は不要です。　
3. 背板芯材の固定の手順から取付けてください。

■ウォールキャビネット

■トールキャビネット
地板あり 地板なし

H16 H20/23 H16 H20/23

中仕切りなし 中仕切りあり

 警　告
● 背板芯材に必ず接着剤を塗布してく
ださい。キャビネットが脱落・転倒し
ケガをするおそれがあります。
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ベースキャビネット
配線穴加工付
配線穴（現場加工）

基本タイプ H02 金具と背板
芯材の取付け

キャスターの
取付け

▶P.23

完成品
キャビネット

カウンター収納
キャビネット台輪

ウォール・トールキャビネット
基本タイプ

金具と背板
芯材の取付け

梁欠
対応用
▶P.31 ▶P.32 ▶P.33 ▶P.34▶P.27▶P.24 ▶P.26▶P.22
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3. キャビネット組立て手順

▶P.28

L字金具

側板用頭塗装ねじ
皿タッピン
φ4×14

背板固定用丸木ねじ
φ3.5×25

躯体側

梁

側板用
頭塗装ねじ
皿タッピンφ4×14

天地板用固定ねじ
皿タッピンφ4×16

背板固定用丸木ねじ
φ3.5×25

天地板用
φ4ワッシャー

ワッシャー用
キャップ

※必ず天地板用のワッシャーを
　ご使用ください。

天地用

4.2
φ4ワッシャー

躯体用

6.4

6
梁欠用背板

2
（梁欠用）天板

天板

天板

2

側板
4

側板

1

梁欠用天板と梁の間に L字金具を
取付けるスペースがとれない場合
は L字金具を収納側から取付けし
てください。

キャビネット前面
梁欠用背板

6.梁欠用背板の取付け

0～433

キャビネット前面

A (0～305)

側板
梁欠用天板

木ダボ

木ダボ

A+20

組立用ジョイント金具
（天地板用）

組立用ジョイント金具
（天地板用）

 組立て前に側板、梁欠用天板を現場の寸法に合わせて切断します。
1. 接着剤の充てん
2. 天地板の固定
3. 背板のはめ込み
4. 側板の固定
5. 固定棚板の固定
6. 梁欠用背板の固定
の順で組立てます。

キャビネットの組立て➡ P.29へ

１～５は基本のタイプと
同じです。｝

金具と背板芯材の取付け➡ P.30へ
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■梁欠対応用トールキャビネットの場合

▶P.27

ベースキャビネット
配線穴加工付
配線穴（現場加工）

基本タイプ H02 金具と背板
芯材の取付け

キャスターの
取付け

▶P.23

完成品
キャビネット

カウンター収納
キャビネット台輪

ウォール・トールキャビネット
基本タイプ 金具と背板

芯材の取付け 梁欠
対応用▶P.30 ▶P.32 ▶P.33 ▶P.34▶P.26▶P.24▶P.22

キャビネット組立て時のお願い
●組立て不良となるので、下記事項をお守りください。
•平坦な場所で組立ててください。
•背板溝に接着剤を塗布してください。
•接着剤硬化前に
　水平・対角・垂直寸法
　を等しい状態にして
　ください。

A

C

D  E
B HF G
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3. キャビネット組立て手順

■台輪の組立て

木ダボ穴に接着剤
を充てんします。

1.接着剤の充てん

接着剤

当て木

プラスチック
ハンマー

当て木（現場手配）を使用し、
プラスチックハンマーなどで
たたき込みます。

サイズにより、
中台輪が付きます。

1

2 側台輪

2 側台輪

3 中台輪4 前台輪

後台輪

 木ダボ穴

中台輪取付け本数
W04・W055・W08 無し
W11・W12・W135・W16 1本
W165 2本
W20・W22・W24 3本

1. 接着剤の充てん
2. 側台輪の取付け
3. 中台輪の取付け
4. 前台輪の取付け
の順で取付けます。

■入隅納まりの幅木逃がし（片側最大20mmまでカット可）

木ねじ（L=25mm）（現場手配）
※ねじ頭が幅木に
　当たらないようにしてください。

20mmカット

幅木の厚み分カット

前台輪
（裏面）

幅木逃がし用の
木ダボ取付け位置

通常の木ダボ
取付け位置

0～20

後台輪

側台輪

前台輪

幅木

幅木

完成上面図
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配線穴（現場加工）

基本タイプ H02 金具と背板
芯材の取付け

キャスターの
取付け

▶P.23

完成品
キャビネット

カウンター収納
キャビネット台輪

ウォール・トールキャビネット
基本タイプ 金具と背板

芯材の取付け
梁欠
対応用
▶P.31 ▶P.33 ▶P.34▶P.27 ▶P.28 ▶P.30▶P.24 ▶P.26▶P.22
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3. キャビネット組立て手順

■完成品キャビネットへの部品・部材の取付け

この手順は完成品キャビネットのみです。
ノックダウンの場合は（キャビネット据
付け手順P.39）にて連結してください。

キャビネット前面

台輪固定金具

完成品キャビネット
にのみ使用

4
5

45 45

4
5

45 45

どちらか1ヵ所

キャビネット前面

キャビネット底面

台輪

キャビネット

【W11/W135】

45

4
5

45

4
5

台輪キャビネット

キャビネット前面

キャビネット底面

【W165】

キャビネット背面に
合わせる

キャビネット前面

キャビネット背面台輪

台輪

トラスタッピンねじ
φ4×12

台輪固定金具

キャビネット

（φ2.5×深さ12mm）
キャビネット底 面

地板

下穴をあける2.

3.台輪固定金具で固定

トラス
タッピンねじ
φ4×12

台輪

45

45

キャビネット底 面

■完成品キャビネットへの台輪の取付け
1. キャビネットと台輪の位置合わせ
2. 下穴加工
3. 台輪固定金具で固定
の順で取付けます。

フラップ扉の取付け➡ P.60へ

■フラップ扉の取付け
H02完成品キャビネットにフラップ扉を取付けする際は、
L型ドライバーや柄が短いドライバー等の特殊工具（現場手配）を使用してください。
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基本タイプ H02 金具と背板
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キャスターの
取付け

▶P.23

完成品
キャビネット

カウンター収納
キャビネット台輪

ウォール・トールキャビネット
基本タイプ 金具と背板

芯材の取付け
梁欠
対応用
▶P.31 ▶P.34▶P.27 ▶P.28 ▶P.30▶P.24 ▶P.26▶P.22 ▶P.32
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3. キャビネット組立て手順

組立用ジョイント
金具（天地板用）

けこみ板

トラスタッピンねじφ4×12

けこみ板
固定金具

けこみ板

組立用
ジョイントボルト

地板

☆（厚）

☆（厚）

地板

★（薄）

組立用
ジョイントボルト

固定棚用ボルト
※H08は取付けません。

組立用ジョイント金具
（側板・中仕切り用）

側板

組立用
ジョイントボルト

天板

★（薄）

★（薄）

固定棚用ボルト
※両面に取付けてください。
※H08は取付けません。

中仕切り

厚み違いあり！

組立用ジョイントボルトの取付け

固定棚用ボルトの取付け

★【側板・中仕切り用】☆【天地板用】
組立用ジョイント金具：厚みと取付け向き

11.5

2

13.5

（厚） （薄）

組立用
ジョイント
ボルト

固定
棚板用
ボルト

けこみ板を地板に固定します。

けこみ板の木口面とけこみ板固定金具の面が
揃うようにけこみ板固定金具を取付けます。

けこみ板の取付け

2
06
4

面を揃える

けこみ板固定金具

けこみ板
下穴（工場加工済）

トラスタッピン
ねじφ4×12

木口面

は木口面！

けこみ板
固定金具

けこみ板

地板

トラスタッピン
ねじφ4×12

へこみ
浮き

浮き
へこみ

■カウンター収納キャビネットの組立て準備
※説明図はW16D430H11です。
※幅、奥行きによっては取付け部品の数量は異なります。
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キャスターの
取付け

▶P.23

完成品
キャビネット カウンター収納

キャビネット
台輪

ウォール・トールキャビネット
基本タイプ 金具と背板

芯材の取付け
梁欠
対応用
▶P.31 ▶P.33▶P.27 ▶P.28 ▶P.30▶P.24 ▶P.26▶P.22 ▶P.32
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3. キャビネット組立て手順

固定棚板をスライドさせ、はめ込む。

けこみ板

ジョイント部品
（固定棚）固定棚用ボルト

※斜めにドライバーを差込んでください。
　ジョイント部品が破損します。

けこみ板

側板

けこみ板固定金具

トラスタッピンねじ
φ4×12

けこみ板

有効間口370または770

組立用ジョイントボルト

地板
左側板

木ダボ
組立用
ジョイント金具
（天地板用）

中仕切りは間口が370または770になる
ように取付けます。
※中仕切りが複数枚ある場合は同じ向き
　に揃えます。

組立用
ジョイント
金具キャップ

ドライバー

ドライバー

固定棚板用
キャップ 締める

斜め

締める

中仕切りの上下の見分け方

1
側板

5
天板

地板

1
側板

3
中仕切り

4
固定棚板

4
固定棚板

2.けこみ板固定金具の固定

3.中仕切りの取付け（W08以外） 4.固定棚板の固定

6
8

7
8

㊤

㊦

【H08】

68mmが㊤です。

中仕切り

地板

間口370
または770

けこみ板

中
仕
切
り

1・3・5.ジョイント金具の固定

（H11のみ）

（H11のみ）

2

㊤

㊦

【H11】

棚ダボ穴がない
方が㊤です。

中仕切り

■カウンター収納キャビネットの組立て

1. 側板の固定
2. けこみ板固定金具の固定
3. 中仕切りの固定
4. 固定棚板（H11のみ）の固定
5. 天板の固定
の順で組立てます。 
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基本タイプ H02 金具と背板
芯材の取付け

キャスターの
取付け

▶P.23

完成品
キャビネット カウンター収納

キャビネット
台輪

ウォール・トールキャビネット
基本タイプ 金具と背板

芯材の取付け
梁欠
対応用
▶P.31 ▶P.33▶P.27 ▶P.28 ▶P.30▶P.24 ▶P.26▶P.22 ▶P.32

キャビネット組立て時のお願い
●組立て不良となるので、下記事項をお守りください。
•平坦な場所で組立ててください。
•組立て後
　水平・対角・垂直寸法
　を等しい状態にして
　ください。

A

C

D  E
B HF G
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3. キャビネット組立て手順

【H11】

【H11取付穴】【H08取付穴】

【H11】
◆FIX扉取付け高さ（側面図）

【H08】

側板

三面金具

側板用頭塗装ねじ
皿タッピンφ4×14

三面金具

下穴
（φ2.5×深さ10mm）

φ4ワッシャー

ワッシャー用
キャップ

皿タッピンねじ
φ4×16

FIX扉

地板

FIX扉取付け穴
（工場加工済）

φ4ワッシャー
三面金具

皿タッピンねじφ4×16

ワッシャー用
キャップ

FIX扉
【H08】

上側
下側

三面金具

側板

天板
（3）

（
4
）

（3）

（
4
）

三面金具

FIX扉

三面金具

三面金具

固定棚板

㊤

㊦

㊤

㊦

側板

FIX
扉

FIX
扉

天板

（3）

地板

※必ず二人以上で作業を行ってください。

L/Rあり
注意

2

2

2

1

1

1.三面金具を側板に取付けます。 下穴をあけ、ワッシャーとねじ
で固定棚板（H08は天板）、
地板に固定します。

2.ワッシャーとねじで
　 FIX扉を固定します。

※必ず天地板用の
　ワッシャーを
　ご使用ください。 天地用

4.2

躯体用

6.4φ4ワッシャー

■FIX扉の取付け

L 型設置時の FIX 扉の取付け➡ P.50へ 1. 三面金具の固定
2. FIX扉の固定
の順で取付けます。
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基本タイプ H02 金具と背板
芯材の取付け

キャスターの
取付け

▶P.23

完成品
キャビネット カウンター収納

キャビネット
台輪

ウォール・トールキャビネット
基本タイプ 金具と背板

芯材の取付け
梁欠
対応用
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3. キャビネット組立て手順
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4. キャビネット据付け手順
ベース・ウォール・トールキャビネット

キャビネットの連結
壁面（躯体）への固定

（床置き・フロート共通）
D130

壁埋込み納まり

カウンター収納
キャビネット

カウンター・
デスク用カウンター納まり部材

▶P.40 ▶P.42 ▶P.44 ▶P.46 ▶P.48
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■ベース・ウォール・トールキャビネットの連結

地板なしキャビネット設置上のお願い
●側板の垂直が確保できないので、必ず下記内容をお守り
ください。
・単独で使わないでください。
・床置き納まりで設置してください。
・両側に壁または台輪ありキャビネットを配置してください。

地板なし
キャビネット

地板なし
キャビネット固定

キャビネット
固定
キャビネット

側板

▼床面

躯体寸法採り確認のお願い
●製品を設置できない場合があるので、下記事項を再度ご
確認ください。
・キャビネットW寸法の間口躯体寸法採りは下記を参考に
計算できていますか？
・組合せの合計寸法＋5mmの余裕をみていますか？
　（組合せの合計寸法＝(W呼称＋２ｍｍ)/各キャビネット
ごと）

■台輪の設置（床置き納まりの場合）

  木ねじ
（L＝25mm）
（現場手配）

台輪

台輪

連結

※2台以上
　並べる場合

■ベース・ウォールキャビネットの左右連結
キャビネットの側板前面を揃え、棚板や部品と干渉しない加工
穴に連結します。（1連結で4ヵ所）

ベースキャビネット連結上のお願い
●ベースキャビネットは天板勝ちのため無理に固定する
　とキャビネットが変形します。

●天板同士を突き当てて連結します。側板が波打ちしてい
る場合は、連結ねじを少しゆるめ、すき間を均等にしてく
ださい。

側板

天板天板 天板

地板 地板地板 地板

側板の木口がみえる

側板 側板

天板はすき間なし
側板間はすき間約1mm

地板

側板

連結
ねじ

天板天板

地板

側板

連結
ねじ

※手回しドライバーで
　連結ねじを少し
　ゆるめてください。

側板  

キャビネット
本体 

台輪  
地板  

側板

台輪

天板 35.5

ねじキャップ

連結ねじφ4×28

地板

側板の面を
揃える

20～100ｍｍ
程度

20～100ｍｍ
程度

※キャビネットに
　すき間がない
　ように押付ける。

※天板・地板に近い位置（20～100ｍｍ程度）で棚板や
　部品に干渉しない位置で連結します。

※ウォールキャビネットの場合も同じ位置で連結します。

納まり部材の取付け➡ P.44へ

1200 800 400

例2）ウォールW08
　　　+トールW04の場合

必要開口寸法：
802+402+5
=1209mm

必要開口寸法：  
1202+5=1207 mm

例1）ベースW12の場合
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4. キャビネット据付け手順
ベース・ウォール・トールキャビネット

キャビネットの連結
壁面（躯体）への固定

（床置き・フロート共通）
D130

壁埋込み納まり

カウンター収納
キャビネット

カウンター・
デスク用カウンター納まり部材

▶P.40 ▶P.42 ▶P.44 ▶P.46 ▶P.48
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納まり部材の取付け➡ P.44へ

キャビネット本体 

※キャビネットに
　すき間がない
　ように押付ける。

天板

連結ねじ
φ4×28

35
.5

ねじ
キャップ

側板  

天板・地板に近い位置（20～100mm）
および中央部（700mm程度）に棚板や部品と
干渉しない位置で連結します。

地板

側板

20～
100mm

700mm
程度

20～
100mm

700mm
程度

35.5

側板の面を
揃える

■トールキャビネットの左右連結
棚板や部品と干渉しない位置で連結します。
（1連結で上下各4ヵ所・計8ヵ所）
※説明図はH20、H23です。

■台輪と各キャビネットの連結（床置き納まりの場合）
キャビネットの内側から台輪を連結します。

台輪を手前に54mm
出してください。

20
0

 

20
0

後 前

71

64

19.5 

台輪固定ねじ
（連結ねじφ4×28）

台輪

ねじ
キャップ

17

10

73.5
台輪固定ねじ（連結ねじφ4×28）

台輪
前後 

ねじキャップ●納まり部材を取付ける場合

●基本の納まり

54

後 

前
10台輪



40/78

4. キャビネット据付け手順

三面金具

天板

背板
側板側板・

中仕切り

1 1

2・3

※すき間のないように
　壁面に押付ける

 警　告
● 下記条件をお守りください。
　キャビネットが脱落・転倒しケガを
するおそれがあります。
・タイルやエコカラットなど割れやすい
壁仕上げ材には取付けないでください。
・ 安定した平らな床面に取付けてくだ
さい。（取付け不可：畳・じゅうたん・
クッションフロア・クッション付き
直張り防音床など）
・ 下穴をあけてからねじを締めてくだ
さい。
・ 同梱のねじを使用してください。
・ フロート納まりが可能なキャビネッ
ト以外は必ず床置きで使用してく
ださい。

■壁面（躯体）への固定

壁面への固定上のお願い
●壁面（躯体）に固定する際は、水準器・下げ振りなどで水
平・対角・垂直を調整してください。キャビネットのね
じれにより、開き扉・引出し・フラップ扉の開閉に支障
が出るおそれがあります。

フロート納まり可能キャビネットサイズ

壁
面

キャビネット前面

キャビネットを
壁面に押付ける

■壁面固定位置（正面図）
1. 壁面に押付ける
2. 下穴をあける（背板・背板芯材）
3. 壁面に固定する
の順で取付けます。

W165
（1650mmまで）

H20
（1924mmまで）

床面 フロート納まり

【キャビネット上部】

  躯体固定ねじ
（φ4.5×63）

躯体固定用
φ4.5ワッシャー

ワッシャー用
キャップ

※必ず躯体固定用のワッシャー
　をご使用ください。

天地用

4.2

躯体用

6.4
φ4.5ワッシャー

L字金具
側板側板

背板

L字金具

背板
側板側板

三面金具
背板 側板

地板

側板・
中仕切り

【キャビネット中央部】
●H16／H20／H23の場合

【キャビネット下部】
●地板ありキャビネットの場合 ●地板なしの場合 水準器・下げ振りなどでキャビネットの水平・対角・垂直を調整

しながら躯体固定ねじ（φ4.5×63）で壁面（桟木）に固定します。
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ベース・ウォール・トールキャビネット
キャビネットの連結

壁面（躯体）への固定
（床置き・フロート共通）

D130
壁埋込み納まり

カウンター収納
キャビネット

カウンター・
デスク用カウンター納まり部材

▶P.38 ▶P.42 ▶P.44 ▶P.46 ▶P.48
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4. キャビネット据付け手順
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4. キャビネット据付け手順

■D130壁埋込み納まりの場合

■開口部の作成

D130施工上のお願い
●施工不良・強度不足につながるので、下記事項をお守りく
ださい。
・必要に応じて固定ねじ位置にかい木を入れて開口を調整し
てください。
・キャビネットの連結は２個までにしてください。
・キャビネットはボード仕上げ面より出っ張るように取付
けてください。
・扉を取付ける場合、かい木側が戸先になるようにしてく
ださい。

補
助
部
材

キャ
ビネ
ット
W+
5

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
H
+
5

柱

柱

補助
部材

補助
部材 補助部材（現場手配）

を使い、開口部を作成
します。

柱
かい木

補助部材

場合によっては
すき間をあける

扉

キャビネット

ボード

胴縁

■横断面図

※ボード面より出っ張らせる。
※扉を付ける場合は戸先側にかい木を取付ける。
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ベース・ウォール・トールキャビネット
キャビネットの連結 壁面（躯体）への固定

（床置き・フロート共通） D130
壁埋込み納まり

カウンター収納
キャビネット

カウンター・
デスク用カウンター納まり部材

▶P.38 ▶P.40 ▶P.44 ▶P.46 ▶P.48
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4. キャビネット据付け手順

■キャビネットの取付け
1. キャビネットの連結（2つまで）
2. 開口部に入れる
3. 固定する
の順で取付けます。
※固定位置は、棚板や丁番の位置を避けてください。

〔H04：上下2ヵ所〕

〔H16：上中下3ヵ所〕〔H08・１０：上中下3ヵ所〕

  躯体固定ねじ
（φ4.5×63）

躯体固定用
φ4.5ワッシャー

ワッシャー用
キャップ

※必ず躯体固定用のワッシャー
　をご使用ください。

天地用

4.2

躯体用

6.4
φ4.5ワッシャー

連結ねじ
（φ4×28）

側板

側板 側板

連結ねじ
（φ4×28）連結ねじ用

キャップ

〔H04〕

連結ねじ（φ4×28）

〔H08・１０〕

躯体固定ねじ
（φ4.5×63）

〔H16〕

  躯体固定ねじ
（φ4.5×63）

躯体固定用
φ4.5ワッシャー

ワッシャー用
キャップ ※必ず躯体固定用のワッシャー

　をご使用ください。

天地用

4.2

躯体用

6.4
φ4.5ワッシャー

連結ねじ
（φ4×28）連結ねじ用

キャップ

キャビネット

必ず面を揃える

必ず面を揃える

1.キャビネットの連結（2つまで）

3.天板・地板の固定

■連結ねじの位置

3.側板の固定
■躯体固定ねじの位置

各キャビネットごとに、
上下で固定します。
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ベース・ウォール・トールキャビネット
キャビネットの連結 壁面（躯体）への固定

（床置き・フロート共通） D130
壁埋込み納まり

カウンター収納
キャビネット

カウンター・
デスク用カウンター納まり部材

▶P.38 ▶P.40 ▶P.44 ▶P.46 ▶P.48
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4. キャビネット据付け手順
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■納まり部材使用例

■納まり部材の取付け

納まり部材取付け上のお願い
施工不良となるので下記事項をお守りください。
●共通
・キャビネット内部の穴や部品、部品固定ねじと干渉しない
位置で固定してください。
・左右連結後のキャビネットを採寸して切断してください。
●フィラーベース材
・キャビネットを躯体に固定する前に取付けてください。
●化粧パネル
・突付け納まりで取付ける場合は縦勝ちにしてください。

部材名 取付け 固定向き

化粧パネル・目地棒 同梱ねじ キャビネット
内側から固定

フィラーベース材 同梱ねじ ベース材側から固定

フィラーパネル材 接着剤※＋
かくし釘※ パネル材表面から固定

●取付け方法

（※現場手配）

フィラー

Á

A

フィラー

B́B

フィラー

化粧
目地棒
ĆC

化粧
パネル

D́D

■納まり図（縦断面図A-A'）

天井面

70 2
0
3
0
.2

  なべタッピンねじ  
  φ4×40

天板／
梁欠用天板

扉 フィラーベース材

24.4

キャビネット奥行キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
高
さ

天
井
高
さ

4

フィラーパネル材 受け桟（現場手配）

■納まり図（横断面図C-C'）

1.5

1524.4

幅木

扉

扉

P.B

クロス貼り

化粧
目地棒

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
奥
行

幅木

クロス貼り

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
奥
行

化
粧
パ
ネ
ル
寸
法背板

24.4

化粧パネル

扉

側板

30

 後付け桟木
（t＝30まで対応可能）

■納まり参考図（横断面図D-D'）

■納まり図（横断面図B-B'）

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
奥
行

1.5

フィラーパネル材

P.B
クロス貼り

幅木 2
4
.4

受け桟

7
0

フィラーベース材
  なべタッピンねじφ4×40

側板

15 30.2

下地材

扉 ～200まで対応可能

ベース・ウォール・トールキャビネット
キャビネットの連結 壁面（躯体）への固定

（床置き・フロート共通）
D130

壁埋込み納まり

カウンター収納
キャビネット

カウンター・
デスク用カウンター納まり部材

▶P.38 ▶P.40 ▶P.46 ▶P.48▶P.42
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4. キャビネット据付け手順

各開
口

各開
口

天板
フィラー
ベース材

なべ
タッピンねじ
φ4×40

■フィラーベース材
400ｍｍピッチで
側板に固定

側板

連結ねじ用
キャップ

連結ねじ
φ4×28

化粧パネル

化粧目地棒・
化粧パネル

2
4
0
m
m

程
度

2
4
0
m
m

程
度

20
～
10
0m
m

20
～
10
0m
m

キャビネット
H中心

左右連結後
を採寸!!

■フィラーパネル材
パネル材を切断し、
かくし釘（現場手配）
でフィラーベース材
に固定します。

フィラー
パネル材

かくし釘

シート面

シート面を
キャビネット側に向ける。
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部材名 固定位置
フィラーベース材・化粧目地棒 各開口で左右2ヵ所

化粧パネル 各開口で左右2ヵ所、前後2ヵ所
・・・計４ヵ所/各開口

■ヨコ部材取付け詳細

木口貼り材

35

後
前

105（側板内面より）

地板

連結ねじφ4×28

10
5

連結ねじ用キャップ

化粧パネル

ワッシャー

■フロート納まりの場合

後

前
天板

皿タッピンねじφ4×35
キャップ

化粧パネル

ワッシャー

105

35
105（側板内面より）

連結ねじφ4×28 キャップ

化粧目地棒
天板
（裏面）

105
（側板内面より）

105

35

●化粧パネル ●化粧目地棒
■ヨコ部材の固定

■化粧目地棒（タテ）の取付け

■化粧パネルについて

■化粧パネル（タテ）の取付け

●納まりに合わせて奥行きをカットしてく
ださい。
　（突付け納まりにする場合は部材の面
取りを考慮してください。）
●必要に応じて、同梱の木口貼り材で仕
上げてください。
　（断面形状に合わせてカットし、ポリネー
トチューブ（有償部品）で接着します。）

化粧目地棒

連結ねじ用
キャップ

連結ねじ
φ4×28

35

化粧パネル

35

※棚板や部品に干渉しない位置で
　固定してください。

ベース・ウォール・トールキャビネット
キャビネットの連結 壁面（躯体）への固定

（床置き・フロート共通）
D130

壁埋込み納まり

カウンター収納
キャビネット

カウンター・
デスク用カウンター納まり部材

▶P.38 ▶P.40 ▶P.46 ▶P.48▶P.42
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カウンター

木口材
（同梱）

木口材
（同梱）

4

3
側板

側板

天板

採寸寸法で
切断!!

■カウンター・デスク用カウンターの取付け

■カウンターの取付け

1. カウンター切断
2. 下穴加工（φ3×深さ40mm）
3. カウンターの連結
4. 木口の仕上げ
の順で取付けます。

扉

16.6カウンター

キャビネット奥行

■カウンター側面図

※ 配線穴加工特注の場合は、製品の右側を
切断してください。

1.カウンターの切断

丸ノコ

回転方向

カウンター

裏面

※丸ノコの刃物の向きに
　注意してください。

天板（裏面）

皿タッピンねじφ4×45

35.5

10
5

10
5

（側
板ま
たは
中仕
切り
内面
より
）

キャップ

ワッシャー

カウンター

側板または
中仕切り

下穴
（φ3×深さ40mm）

2・3.カウンターの連結
※部品に干渉しない位置で固定してください。

4.木口の仕上げ
木口材
（同梱）

カウンター形状に合わせて
カットし、ポリネートチューブ
（有償部品）で接着して
仕上げます。

カウンター取付け上のお願い
●外観不良となるので必ずキャビネット左右連結後に採寸し、
切断してください。

ベース・ウォール・トールキャビネット
キャビネットの連結 壁面（躯体）への固定

（床置き・フロート共通）
D130

壁埋込み納まり

カウンター収納
キャビネットカウンター・

デスク用カウンター
納まり部材

▶P.38 ▶P.40 ▶P.44 ▶P.48▶P.42
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105

皿タッピンねじφ4×45

固定ねじφ4×50

キャップ

ワッシャー

35.5

固定ねじ
φ4×25

デスクカウンター用
固定金具35.5

105

4・5
下穴（φ3×深さ40mm）

下穴（φ3×深さ20mm）
4・5

扉

カウンター

キャビネット奥行

31.6

■デスク用カウンター側面図■デスク用カウンターの取付け
1. 固定金具の切断（開口寸法1200mm以下の場合）
2. 固定金具の取付け
3. カウンターの仮置き
4. 下穴加工
5. カウンターの固定
の順で取付けます。

切断

38

38

280
280

280

開口 －1m
m

280

201

38 280
280

799

38

38

φ4.5
の穴加工追加

開口寸法よりも
1mm短く切断

例）開口寸法が800mmのとき

※開口寸法がW1200以上のときは切断の必要はあり
ません。W1200以下の場合、開口寸法より1mm短
く切断し、端部から38mmのところにφ4.5の穴加工
をします。切断・穴加工後のバリは取除いてください。

1.固定金具の切断（開口寸法が1200mm以下の場合）

開口寸法：最大2000mmまで

開口寸法が1200mm以上の場合は
開口中心に固定金具を取付ける

固定金具

キャビネット天板と
水平ラインを合わせる
▼

2.固定金具の取付け部分

14mm
あける

固定ねじφ4×25

デスクカウンター用固定金具

壁

片側が壁の場合

ベース・ウォール・トールキャビネット
キャビネットの連結 壁面（躯体）への固定

（床置き・フロート共通）
D130

壁埋込み納まり

カウンター収納
キャビネットカウンター・

デスク用カウンター
納まり部材

▶P.38 ▶P.40 ▶P.44 ▶P.48▶P.42
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W08：762
W12：1162
W16：1562
W20：1962
W24：2362

W08：762
W12：1162
W16：1562
W20：1962
W24：2362

床固定桟木
※W20／24のみ

床固定桟木

D430
D300

D430
D300

W20/
W24:1562

共通:39

床面
壁面

W24:1562
W20:※1

■カウンター収納キャビネットの据付け

■床固定桟木の固定

 警　告
● 必ず床固定桟木を指定の位置に取
付けてください。キャビネットの
転倒でケガのおそれやねじれにつ
ながります。

床固定桟木

■床固定桟木断面詳細図

ＦＬ30

（35）
D300／D430

（35） 24mm
以上

床材

床下地
（合板）

皿木ねじ
φ4.5×63

φ4.5
ワッシャー

床固定桟木

※必ず床面に下穴をあけてください。

※必ずφ4.5用の
　ワッシャーを
　ご使用ください。

φ4用

4.2

φ4.5用

6.4

床固定桟木の固定上のお願い
●キャビネット固定時に床固定桟木が割れてしまうので、必ず
指定の位置で固定してください。

【W20の場合】
※1 キャビネットの向きに合わせます。

床面

壁面

1162

床固定
桟木

床面

壁面

床固定桟木

1562

37
0

77
0

キャビネットが
ねじれるので、
L型設置時は
必ずこちら！！

ベース・ウォール・トールキャビネット
キャビネットの連結 壁面（躯体）への固定

（床置き・フロート共通）
D130

壁埋込み納まり
カウンター収納
キャビネット

ウンター・
デスク用カウンター納まり部材

▶P.38 ▶P.40 ▶P.44▶P.42 ▶P.46
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壁面

A面

間口：770

間口
：77
0

間口：370

間口：370

床固定桟木

B面

※W20/24のみ

■躯体への固定（壁面・床面）
地板部に床固定桟木が納まることを確認しながら、キャ
ビネットを設置します。
L型設置する場合のW12/20キャビネットは間口：
370（狭い方）側を壁面に！

 ■L型設置の場合

φ4.5ワッシャー

ワッシャー用
キャップ

間口：370

壁
面

間口：770

24
皿木ねじφ4.5×63

24

床面

1. L型設置キャビネットの床面への固定
※ W12/20サイズは間口の広い
　（770mm）側を接続してください。

3
0

50
50

3
0

φ4.5ワッシャー
皿木ねじφ4.5×63

ワッシャー用キャップ

※固定棚板
　直下の穴

【H11の場合】
固定棚板φ4.5下穴

（貫通）
1

2

1.側板への下穴加工（φ4.5）
2.躯体への固定（4ヵ所）

1.地板への下穴加工（φ4.5）
2.地板の固定

90

90

D300：120
D430：250

φ4.5ワッシャー
φ4.5下穴（貫通）

皿木ねじφ4.5×63

ワッシャー用キャップ

24

側板または
中仕切り

2

1

※下側の固定はH11と同じ位置です。

【H08の場合】

天板φ4.5下穴
（貫通）

3
0

7575
FIX扉

1
2

※ 端部も側板から24mmの位置で固定します。
※中仕切り部の固定はW20/24のみです。

※ A面：壁面に接するキャビネット
   B面：A面に接続されるキャビネット

※ 必ずφ4.5用のワッシャーを
ご使用ください。

φ4用φ4.5 用

4.26.4

※ 必ずφ4.5用のワッシャーを
ご使用ください。

φ4用φ4.5 用

4.26.4

ベース・ウォール・トールキャビネット
キャビネットの連結 壁面（躯体）への固定

（床置き・フロート共通）
D130

壁埋込み納まり
カウンター収納
キャビネット

ウンター・
デスク用カウンター納まり部材

▶P.38 ▶P.40 ▶P.44▶P.42 ▶P.46
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4. キャビネット据付け手順

すき間が
できないように

70

85

天板

前板固定金具

トラスタッピンねじφ4×12

金具の向きに注意

※ふちが曲がって
　いる方が水平面

下穴加工必要
（φ2.5×
 深さ10mm）

前板固定金具

70

85

トラスタッピンねじ
φ4×12

下穴加工必要
（φ2.5×
 深さ10mm）

天板

下穴加工必要
（φ2.5×深さ10mm）

前板
固定金具

トラスタッピンねじ
φ4×12

三面金具

壁
面

A面

コーナー用
FIX扉

（3）

（3）

B
面

A面
B面

下穴加工必要
（φ2.5×
　深さ10mm）

三面金具の取付け（側板・中仕切り）

長穴中央
で仮固定

3mm出す

地板

側板用頭塗装ねじ
皿タッピンφ4×14

三面金具の角を
側板と背板の角に
合わせます。

側板・
中仕切り

背板

天地板

L/Rあり
注意

下穴加工必要
（φ2.5×深さ10mm）

φ4ワッシャー

ワッシャー用
キャップ 皿タッピン

φ4×16

※必ずφ4用の
　ワッシャーを
　ご使用ください。φ4

4.2

φ4.5

6.4

トラスタッピンねじ
φ4×12 前板固定金具

下穴（φ2.5×深さ10mm）
をあける

13

30

※天板側も同じ手順で取付けます。

前板固定金具の仮固定

2. キャビネット同士の連結
下穴（φ2.5×深さ10mm）をあけ、前板固定金具で
キャビネットを連結します。

3. A面側への部品取付け

キャビネットの連結

■カウンター収納キャビネットの据付け つづき
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ベース・ウォール・トールキャビネット
キャビネットの連結 壁面（躯体）への固定

（床置き・フロート共通）
D130

壁埋込み納まり
カウンター収納
キャビネット

ウンター・
デスク用カウンター納まり部材

▶P.38 ▶P.40 ▶P.44▶P.42 ▶P.46
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4. キャビネット据付け手順

前板固定金具

三面金具

トラスタッピン
ねじφ4×12

1

1

2

2

壁
面

A面

コーナー用
FIX扉

（3）

（3）

B
面

A面

B面

下穴加工必要
（φ2.5×深さ10mm）

下穴加工必要
（φ2.5×深さ10mm）

トラスタッピンねじ
φ4×12

前板固定金具

長穴中央
で仮固定

30
13

1. 三面金具の取付け
　  （側板・中仕切り）

2. 長穴中央で仮固定

下穴（φ2.5×深さ10mm）をあける

3mm出す

地板

φ4ワッシャー

皿タッピン
ねじφ4×16

ワッシャー用
キャップ

下穴加工必要
（φ2.5×
  深さ10mm）

側板用
頭塗装ねじ
ねじ皿タッピン
φ4×14

L/Rあり
注意背板

中仕切り
側板・

天地板

三面金具の角を
側板と背板の角に合わせます。

※必ずφ4用の
　ワッシャーを
　ご使用ください。φ4

4.2

φ4.5

6.4

4. B面側への部品取付け

コーナー用
FIX扉

前板固定金具

トラスタッピンねじ
φ4×12

下穴・使い分け

コーナー用FIX扉の取付け
コーナー用
FIX扉

下穴加工あり側

φ4ワッシャー

三面金具

皿タッピンねじ
φ4×16
ワッシャー用
キャップ

H08用
コーナー用
FIX扉

㊤

㊦  H08/11共通
（下側の穴）

H11用

使いません

下穴加工必要
（φ2.5×深さ10mm）

下穴加工必要
（φ2.5×深さ10mm）

壁
面

A面

B
面 コーナー用

FIX扉

（3）

（3）コーナー用FIX扉の取付け
※FIX扉とキャビネットの間には、
3mmのすき間ができます。

※FIX扉同士にすき間ができないように！！

φ4

4.2

φ4.5

6.4

※必ずφ4用の
　ワッシャーを
　ご使用ください。

A面

B面

前板固定金具
ゆるめて調整

コーナー用FIX扉

三面金具

（3）

（
3
）

【上面図】

6. キャビネットとコーナー用FIX扉の
    すき間調整（A面）
3.で固定したキャビネット側の前板固定金具の取付け
　ねじですき間が均一になるように調整し、再度固定
　してください。

5. A面側へのコーナー用FIX扉の取付け
※前板固定金具取付けのみ
　下穴加工が必要です。
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ベース・ウォール・トールキャビネット
キャビネットの連結 壁面（躯体）への固定

（床置き・フロート共通）
D130

壁埋込み納まり
カウンター収納
キャビネット

ウンター・
デスク用カウンター納まり部材

▶P.38 ▶P.40 ▶P.44▶P.42 ▶P.46
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4. キャビネット据付け手順

コーナー用
FIX扉

三面金具

トラスタッピンねじ
φ4×12

コーナー用FIX扉同士の位置確認 面を
揃える

すき間が
できないように

コーナー用
FIX扉

三面金具

φ4ワッシャー
皿タッピンねじφ4×16
ワッシャー用キャップ

下穴加工必要
（φ2.5×深さ10mm）

前板固定金具

H08用

 H08/11共通
（下側の穴）

H11用

使いません コーナー用
FIX扉

コーナー用FIX扉の取付け

下穴・使い分け

下穴加工あり側

㊤

㊦

※必ずφ4用の
　ワッシャーを
　ご使用ください。

φ4

4.2

φ4.5

6.4

下穴加工必要
（φ2.5×深さ10mm）

A面 B面

B面

9. キャップの取付け
前板固定金具
キャップ

前板固定金具

すき間

前板固定金具

トラスタッピンねじ
φ4×12

■L型設置後の確認
L型側面のすき間が均等でな
い場合や目立つ場合は、その
部分に前板固定金具を使って
すき間をよせてください。
※棚板等と干渉しない位置で
固定してください。

【上面図】

前板固定金具

コーナー用FIX扉

三面金具

B面

A面

（3）

ゆるめて調整

A面 B面

すき間が均一に
なるように調整

7. B面側へのコーナー用FIX扉の取付け
※前板固定金具取付けのみ下穴加工が必要です。

8. キャビネットとコーナー用FIX扉のすき間調整（B面）
3.で固定したキャビネット側の前板固定金具の取付けねじですき間
が均一になるように調整し、再度固定してください。

■カウンター収納キャビネットの据付け つづき

トラスタッピン
ねじφ4×12

前板固定金具

前板固定金具のねじをゆるめて
調整します。
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ベース・ウォール・トールキャビネット
キャビネットの連結 壁面（躯体）への固定

（床置き・フロート共通）
D130

壁埋込み納まり
カウンター収納
キャビネット

ウンター・
デスク用カウンター納まり部材

▶P.38 ▶P.40 ▶P.44▶P.42 ▶P.46
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4. キャビネット据付け手順
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け
開き扉

1 扉への部品の取付け 2 キャビネットへの部品
および扉の取付け 扉の建付け調整

3－1 プッシュオープン部品の取付け（プッシュオープンありの場合）
3－2 ソフトモーションの取付け（オプション）
3－3 クリアバンポンの取付け（プッシュオープンなしの場合）
3－4 耐震ロックの取付け（オプション）

■開き扉の取付け

開き扉の取付け上のお願い
【プッシュオープンありの場合】
扉の作動不良になるので、扉の上下が必ず棚板、 
天地板に当たるようにします。
（扉上端は必ず固定棚板・天板にしてください）
※地板なしキャビネットの扉下端は除く
【例1】
【プッシュオープンなしで把手を付けない場合】
扉を開けられないので、扉下端を地板・棚板より
下に出して手掛け部を作ってください。
【例2】、【例3】

【例1】キャビネット

開き扉
（H08）

開き扉
（H08）

開き扉
（H08）

天板

固定
棚板

固定
棚板

地板

天板

棚板なし

開き扉

開き扉

開き扉

追加可動
棚板

地板

【例2】ウォールキャビネット

【例3】ウォールキャビネット

天板

地板

開き扉

開き扉

追加固定
棚板
または
可動棚板

天板

地板

扉

丁番カップ

木　扉　用：皿タッピンねじ
　　　　　　φ４×１６（長）

アルミ扉用：皿タッピンねじ
　　　　　　φ3.5×１0（短）

キャッチあり（ばねあり）

カップが
ぷらぷら動きます。

（通常：プッシュオープンなし用）

クリア
バンポン

（通常：プッシュオープンあり用）

丁番
ウラ

丁番
ウラ

キャッチなし（ばねなし）

アルミ扉（H12～H16）の場合

丁番カップを取付けます。

プッシュオープンなしアルミ扉（H12～16）の丁番の使い分け

 注　意
● 丁番カップはガタツキがないように扉
に取付けてください。扉が脱落して使
用者がケガをするおそれがあります。

開き扉・開き扉用部品取付け上のお願い
作動不良・取付け不良となるので
●必ず同梱のねじで取付けてください。
●部品取付け前に扉の納まりを調整してください。
●部品や部材が破損するので、クラッチ付きドライバーで
固定してください。
　※アルミ扉への把手取付けは、手回しドライバーで固定し
　てください。
●取付け説明書に同梱されている型紙を指示通りに当てて、
下穴をあけてください。

1扉への部品の取付け
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■開き扉の取付け
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け
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 注　意
下記事項をお守りください。
扉が脱落して使用者がケガを
するおそれがあります。
●丁番座はキャビネットと
　すき間なく取付けてください。
●丁番カップは「カチャッ」と
音がするまで丁番座にはめ
込んでください。

■把手の取付け（オプション）
下穴（φ4.5×貫通穴）をあけ、取付けます。

【把手の取付け位置】
把手の位置・向きは扉サイズによって異なります。（下図）　それぞれに合った型紙をお使いください。

表面
表面

※プランにより把手の位置を選択します。
 （扉上部または下部）

D
H

  H04～H10
（380≦DH≦956）

  H12～H16
（988≦DH≦1532）

3
9

65120

DW

DW

D
H

2-φ4.5貫通穴

（
DH
-1
20
）/
2

12
0

2-φ4.5貫通穴

39

当て木

下穴
（φ4.5×貫通穴）

ドリル

把手
扉

特平小ねじ
M4×25

表面

表面

裏面

39

120

型紙C・D

扉

▲
▲

■バリ部拡大図

扉

バリ
シート

ドリル

表面裏面

①扉に合わせて丁番座を取付けます。
②扉の吊込み後、3回程開閉を行い、丁番がゆるみ・ガタツキがなく取付
いているか必ず確認してください。

※扉の取外し方法
●扉を外す際は、丁番カップの黒いスイッチ
を押してください。

扉

黒いスイッチ側板／中仕切り

キャビネット
固定棚板（天板）

扉

固定棚板（地板）

3
2

側板／
中仕切り

固定棚板（天板）

丁番座

ドライバー

皿タッピンねじ
φ4×16

5Hの刻印

把手取付け上のお願い
●シートがめくれるので、扉裏側に必ず当て木をして穴を
あけてください。

丁番座

丁番カップ

扉

側板／中仕切り

扉

側板／中仕切り

アルミ扉への把手取付け上のお願い
●取付け不良となるので手回しドライバーで固定してください。

電動
ドライバー   使用厳禁

2キャビネットへの部品および扉の取付け

開き扉

1 扉への部品の取付け 2 キャビネットへの部品
および扉の取付け 扉の建付け調整

3－1 プッシュオープン部品の取付け（プッシュオープンありの場合）
3－2 ソフトモーションの取付け（オプション）
3－3 クリアバンポンの取付け（プッシュオープンなしの場合）
3－4 耐震ロックの取付け（オプション）
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け

3. 扉を開けてプレートを固定する

扉

2. 扉を閉めてプレートを
　  扉にくっつける

必ず部品の取付け前に、扉の納まりを調整してください。

扉の上端が当たる固定棚板または天板に、
下穴（φ2.5×深さ10mm）をあけ、取付けます。

固定棚板（天板）

【両開き】 ベース天板
ウォール・トール天板
固定棚板

37
36
34.5

なべタッピンねじ
φ4×16 下穴

（φ2.5×深さ10mm）

マグネットラッチ

キャビネット
センター

32

５０ ５０

３２

型紙E

固定棚板
（天板）

【片開き】
ベース天板
ウォール・トール天板
固定棚板

37
36
34.5

下穴
（φ2.5×深さ10mm）マグネットラッチ

なべタッピンねじφ4×16

35
32

型紙E

開き扉の建付け調整➡ P.77へ

プッシュオープン部品の取付け上のお願い
作動不良となるので
●扉の納まり調整後に取付けてください。
●取付け説明書に同梱の型紙を指示通りに当てて下穴を
あけてください。
●同梱の指定されたねじを使ってください。
●手回しドライバーで固定してください。

1.プレートの仮置き
リケイ紙をはがし、金属面をマグ
ネットラッチの磁石につけます。

マグネットラッチ
プレート

マグネットラッチ

両面テープ
リケイ紙をはがす

キャビネット
内側寄りにつける。

3.プレートの固定
プレート中心に
下穴（φ2.5×深さ10mm）を
あけ同梱のねじで固定します。

下穴
（φ2.5×深さ10mm）

扉
裏
面扉

マグネット
ラッチプレート

マグネットラッチ
プレート取付けねじ
（皿タッピンねじφ3.5×10）

2.プレートの位置決め
いったん扉を閉め、プレートが扉につくようにします。

 警　告
●下記機器をお使いの方は各機器
メーカーに磁石の影響をご確認く
ださい。
医療機器誤作動のおそれがあります。
（１）体内埋込型機器
（２）生命維持用機器
（３）装着型心電計等

マグネットに
くっつく仕様です。

マグネットに
くっつく仕様です。

電動
ドライバー   使用厳禁

マグネットラッチの調整➡ P.78へ■マグネットラッチの調整

3-1 プッシュオープン部品の取付け（プッシュオープンありの場合）

開き扉

1 扉への部品の取付け 2 キャビネットへの部品
および扉の取付け 扉の建付け調整

3－1 プッシュオープン部品の取付け（プッシュオープンありの場合）
3－2 ソフトモーションの取付け（オプション）
3－3 クリアバンポンの取付け（プッシュオープンなしの場合）
3－4 耐震ロックの取付け（オプション）

■開き扉の取付け つづき
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け

必ず部品の取付け前に、扉の納まりを調整してください。
5m
m
 

2.
7m
m

対天地板用：高さ2.7mm

対棚板用：高さ5mm

天板

固定棚板

固定棚板

地板

開き扉

8

戸先側
側板

天板

扉裏面

クリア
バンポン

扉

天板、地板、固定棚板に当たる位置に取付けます。※扉が当たる部材によって使い分けます。

ソフトモーション部品の調整➡ P.78へ

側板／中仕切り

ソフトモーション部品

すぐ上または
すぐ下

バインドタッピンねじ
（φ4×16）

ドライバー

室内側

収納側

●ソフトモーション部品の取付け位置

■ソフトモーション部品の調整

下側の丁番座の
すぐ上の連続穴に
取付け
取付け数：１

【丁番2個扉（木扉・アルミ扉共通）】 【丁番4個扉（アルミ扉）】 【丁番4個扉（木扉）】

下から2つ目の
丁番座のすぐ上または
すぐ下の連続穴に
取付け
取付け数：１

上から2つ目と
下から2つ目の
丁番座のすぐ上または
すぐ下の連続穴に
取付け
取付け数：2

開き扉 側板／中仕切り

開き扉

または

側板／中仕切り

開き扉 側板／中仕切り

または

または

※ 本体が閉まりきらない場合に実施してください。（閉まりきらない場合、ソフトモーション部品を後ろへ調整します。）

クリアバンポン取付け上のお願い
クリアバンポンがはがれるので
●貼付け面のホコリ・汚れ・油分を取り除いて貼りつけて
ください。
●扉エッジ材に重ならないように貼りつけてください。

ソフトモーション部品取付け上のお願い
作動不良となるので
●扉の納まり調整後に取付けてください。
●手回しドライバーで固定してください。

電動
ドライバー   使用厳禁

3-3 クリアバンポンの取付け（プッシュオープンなしの場合）

3-2 ソフトモーション部品の取付け（オプション）
開き扉の建付け調整➡ P.77へ

開き扉

1 扉への部品の取付け 2 キャビネットへの部品
および扉の取付け 扉の建付け調整

3－1 プッシュオープン部品の取付け（プッシュオープンありの場合）
3－2 ソフトモーション部品の取付け（オプション）
3－3 クリアバンポンの取付け（プッシュオープンなしの場合）
3－4 耐震ロックの取付け（オプション）
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け

取付け治具を使う場合は P.59を参照してください。

Ⓐ

●下穴の位置

赤いテープ

赤いテープは
はがさない

【両開き】

【片開き】

天板木口よりAの位置

長穴の中心で 
固定します

大きい㊤

㊦ 小さい 取付け位置表示

㊤

㊦
小さい

大きい

Ⓐ

下穴（φ2.5×深さ12mm）

Ⓑ

Ⓓ
Ⓔ

Ⓐ

12

38

Ⓑ

Ⓓ Ⓒ
12 38

38

（単位：mm）

取付け個所

ウォール・トール天板

カウンター収納天板
カウンター収納棚板

ベース天板

A

30
31

木扉C D E
扉への下穴径DW<250

C D E
DW≧250

アルミ扉
深さ

φ2.5

φ2.5

取付け不可

取付け不可
固定棚板 28.5

31
28.5

B

36.5
45.5
27 89 56 29.5 147 85 58.5
45.5
35.5

φ2.5 12
以下

φ3.0

トラスタッピン
ねじφ3.5×14

耐震ロック
（本体） 

トラスタッピンねじ
φ3.5×14

【取付け方向】
傾斜角度の
大きい方が上です。　

耐震ロック（受け）

下穴
（下表参照）

トラスタッピンねじ
φ3.5×14

耐震ロック（本体） 

キャビネットセンター

トラスタッピン
ねじφ3.5×14

耐震ロック
（受け）

下穴
（φ2.5×深さ12mm）

下穴
（左表参照）

型紙A・B

型紙A・B

手前

キャビネット内側のコーナー部分
から寸法を測ります

Ⓔ

耐震ロック取付け上のお願い
●作動不良・取付け不良になるので、下記内容をお守りください。
・キャビネットの傾きは水平から3°以内にしてください。
・扉の納まり調整後に取付けてください。
・部品や部材が破損するので、クラッチ付きドライバーで固定してください。
・取付け説明書に同梱されている型紙を指示通りに当てて、下穴をあけてください。
※DW<250については型紙がありません。位置出しをして下穴加工・取付けしてください。
※赤いテープは取付け後にはがしてください。

必ず部品の取付け前に、扉の納まりを調整してください。
3-4 耐震ロックの取付け（オプション）

開き扉の建付け調整➡ P.77へ

開き扉

1 扉への部品の取付け 2 キャビネットへの部品
および扉の取付け 扉の建付け調整

3－1 プッシュオープン部品の取付け（プッシュオープンありの場合）
3－2 ソフトモーションの取付け（オプション）
3－3 クリアバンポンの取付け（プッシュオープンなしの場合）
3－4 耐震ロックの取付け（オプション）

■開き扉の取付け つづき
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け

1.治具の準備
　取付け治具を耐震ロック（本体）にはめ込みます。
　※天板または棚板にピッタリ押し当てます。
2.扉への印付け
 　扉をゆっくり閉め、耐震ロック治具のねじの先に扉を押し当て
　 印をつけます。

3.下穴加工（φ2.5×深さ12mm）
 　2.で付いた印に合わせて下穴（φ2.5×深さ12mm）をあけます。
4.耐震ロック（受け）の取付け

■取付け後の確認
①ロック本体についている赤いテープをはがします。
②ラッチがスムーズに上下するか2～3回繰り返し確認してください。
　（キャビネットが傾いているとラッチが下がったままロックしてしまいます。）
③ロック受け座のねじをゆるめ、F寸法の範囲で上下に調整してください。
　調整後ねじを必ず締直してください。
④ラッチを上げて扉を数回開閉して開閉に問題がないか確認してください。

1. はめる
2. 扉を閉めて印を付ける

耐震ロック（本体）

扉

耐震ロック治具

耐震ロック（受け） トラスタッピンねじ
φ3.5×14

下穴（φ2.5×深さ12mm）

扉
3

4

a 
b 

F 

（単位：mm）
取付け個所 F＝（a＋b）

ウォール・トール天板

カウンター収納天板
カウンター収納棚板

ベース天板
30.5～35
40.5～45

棚板 30.5～35
40.5～45
30.5～35

●扉が開かなくなった場合の処置
・キャビネットを押すなどして傾きを水平から3°以内にし、扉を開けてください。
・キャビネットを水平から3°以内に直してください。

ピッタリ
押し当てる

耐震ロック（本体）耐震ロック治具

扉

※ 取付けが終わるまで、赤いテープは
はがさないでください。

赤いテープ

●注意書きの取外し

●ラッチの作動確認

本体

注意書（赤いテープ）

赤いテープをはがす

設置後 はがして
ください

ラッチ

■耐震ロック取付け治具を使う場合

開き扉

1 扉への部品の取付け 2 キャビネットへの部品
および扉の取付け 扉の建付け調整

3－1 プッシュオープン部品の取付け（プッシュオープンありの場合）
3－2 ソフトモーションの取付け（オプション）
3－3 クリアバンポンの取付け（プッシュオープンなしの場合）
3－4 耐震ロックの取付け（オプション）
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け
フラップ扉

1 扉への部品の取付け 2 キャビネットへの
部品取付け 3 キャビネットへの

扉の取付け 扉の調整
4－1 クリアバンポンの取付け（上開き/上吊元の場合）

4－2 プッシュオープン部品の取付け（下開き/下吊元の場合）

扉

丁番カップ
扉側ブラケット

工場加工済下穴

【H04】 【H02】

扉側
ブラケット

扉側ブラケット

■扉側ブラケットの取付け

扉側
ブラケット

扉

ツメ

ツメはキャビネット内側

木　扉　用：皿タッピンねじ
　　　　　　φ４×１６（長）

アルミ扉用：皿タッピンねじ
　　　　　　φ3.5×１0（短）

 注　意
下記事項をお守りください。扉が脱落
し使用者がケガをするおそれがあります。
● 下穴をあけてからねじを締めつけて
ください。
●次の部品と各部材はガタツキなく
取付けてください。
   丁番座とキャビネット
   丁番カップと扉
   丁番カップと丁番座
　フラップステーブラケットと扉・キャビネット

フラップ扉取付け時のお願い
●扉がへこむので、部品はクラッチ付きドライバーで固定
してください。
●作動不良となるので、取付け説明書に同梱の型紙を指示
通りに当てて下穴をあけてください。

扉に丁番カップと扉側ブラケットを取付けます。
※サイズによって扉側ブラケットの個数が異なります。
※説明図はH04・W08です。

側板側板

フラップ扉
センター

天板または地板

丁番座取付けねじ
（皿タッピンねじφ4×16）

キャビネット前面

59.5

59.5

12

23

下穴（φ2.5×
深さ12mm）

丁番座

12

30

23
30

30

天板または地板

キャビネット前面

下穴（φ2.5×
深さ12mm）

1
2

2
3

30

1.5Hの
刻印

●丁番3個の場合

型紙H

※扉中央部分にも下穴をあけます。

天板または地板に下穴（φ2.5×深さ12mm）をあけ、丁番座を
取付けます。※説明図は（上開き/上吊元）です。

※ H02の場合はキャビネット組立て前に下穴加工、部品
取付けをしてください。組立て後に加工しようとすると
キャビネット内部が狭いので特殊工具が必要になります。

1. 丁番座の取付け

■フラップ扉の取付け

1扉への部品の取付け

2キャビネットへの部品の取付け

お願い
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け

■H02の場合
1.型紙を当て、下穴加工（φ2.5×深さ12mm）
2.ワッシャーの貼付け
　ワッシャーのリケイ紙をはがし貼付けます。
3.キャビネット側ブラケットの固定
の順で取付けます。

左側ステーの場合 右側ステーの場合

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
前
面

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
前
面

L

RL

R L R

L

キャビネット下面 キャビネット下面

R

Rが前と上にLが前と上に

A

20

20

B

側面・中仕切り
前面側板・

中仕切り下面

※キャビネット組立て後
　加工する場合は“◆地板◆”で合わせてください。

側板・中仕切り下端

（組立て前）

地板
下端に合わせる

皿タッピンねじ
φ4×16

H02ステー
キャビネット側
ブラケット

3.固定する

1.下穴加工

2.ワッシャーを
　貼付ける

（φ2.5×深さ12mm）

キャビネット側
ブラケット

型紙I・J

A B
中仕切り 48 51
側　板 49 72（51）※

※ （　）はキャビネット組立て後に加工する場合。

■H04の場合
【ベース・トールキャビネット（下開き/下吊元）】
側板の連続穴にキャビネット側ブラケットを取付けます。

【ウォール・トールキャビネット（上開き/上吊元）】
側板の連続穴にキャビネット側ブラケットを取付けます。
※D130キャビネットには取付けできません。

下開き

上開き

皿タッピンねじ
φ4×14（D8）

※必ずブラケットと一緒に
　袋詰めされているねじで
　取付けしてください。

キャビネット側ブラケット

側板

地板

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

皿タッピンねじ
φ4×14（D8）

皿タッピンねじ
φ4×14（D8）

キャビネット側
ブラケット

キャビネット側
ブラケット

天板 天板
側板 側板

ウォール

1

2

3

4

トール

※必ずブラケットと一緒に袋詰めされているねじで取付けしてください。

2. フラップステーキャビネット側ブラケットの取付け

フラップ扉

1 扉への部品の取付け 2 キャビネットへの
部品取付け 3 キャビネットへの

扉の取付け 扉の調整
4－1 クリアバンポンの取付け（上開き/上吊元の場合）

4－2 プッシュオープン部品の取付け（下開き/下吊元の場合）
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け

■扉の取付け

 注　意
下記事項をお守りください。扉が脱落
し使用者がケガをするおそれがあります。
● 丁番カップは「カチャッ」と音がする
まで丁番座にはめ込んでください。
●H04ステー本体はツメ部と凹部が
「パチン」となるまではめ込んでく
ださい。

扉取付け上のお願い
●作動不良の原因となるので、取付け説明書に同梱の型紙
を指示通りに当てて下穴をあけてください。
●部品が破損するので、クラッチ付きドライバーで固定し
てください。
●取付け後3回程度開閉し、ゆるみ・ガタツキがなく取付
いているか確認してください。

■フラップステーの取付け
■H02の場合
1.本体先端の「カギ」を扉側ブラケットのカギ穴に合わせて差込みます。
※本体は扉側ブラケットに対して90°の方向になっています。
2.「カギ」を支点に本体を90°回転させます。
3.キャビネット側ブラケットの軸に本体をはめ込みます。
※ 本体を90°回転させる時は、必ず本体とアームを一緒に持って回転してください。
4.同梱の小ねじで本体を固定します。

●取付方法

バインド小ねじ
M4×8

キャビネット側ブラケット

軸 3.ブラケットの軸に
　はめ込む

側板・中仕切り

4.固定する

扉

2.90°回転させる

1.差込む
扉側ブラケット

アーム

扉

カギ

カギ穴

本体

側板・中仕切り

※説明図は右側にステーが付く場合です。

丁番座

丁番カップ

扉

地板／天板

※扉の取外し方法
●扉を外す際は、丁番カップの黒い
スイッチを押してください。

黒いスイッチ

3キャビネットへの扉の取付け

フラップ扉

1 扉への部品の取付け 2 キャビネットへの
部品取付け 3 キャビネットへの

扉の取付け 扉の調整
4－1 クリアバンポンの取付け（上開き/上吊元の場合）

4－2 プッシュオープン部品の取付け（下開き/下吊元の場合）

■フラップ扉の取付け つづき
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け

※▼が内向きの場合は
　アームを入れ替えて
　外向きにしてください。

キャビネット側
ブラケット

調整部を内側
〰〰〰〰〰〰〰〰〰
に向ける
〰〰〰〰〰〰

ステー（本体）

ツメと凹部を
合わせる

ツメと凹部を合わせる

扉側ブラケット

2.

2.

1. 矢印は外向き

ステーの先の凹部とブラケットのツメを合わせて「パチン」と
音がするまではめ込みます。

外向き

アーム

下開き

※ステー2個使いの
　場合は反対側も同様に
　取付けます。

内向き

扉側ブラケット

キャビネット側
ブラケット

ステー（本体）

調整部を内側
〰〰〰〰〰〰〰〰〰
に向ける
〰〰〰〰〰〰

1. 矢印は内向き

※ステー2個使いの
　場合は反対側も同様に
　取付けます。

ステーの先の凹部とブラケットのツメを合わせて「パチン」と
音がするまではめ込みます。

ツメと凹部を合わせる2.

ツメと凹部を
合わせる

2.

※▲が外向きの場合はアームを
　入れ替えて内向きにしてください。

外向き

上開き

内向き

■フラップステーの取付け
■H04の場合
【ベース・トールキャビネット（下開き/下吊元）】
1.ステーの向きの確認
2.ステーのはめ込み
の順で取付けます。

【ウォール・トールキャビネット（上開き/上吊元）】
1.ステーの向きの確認
2.ステーのはめ込み
の順で取付けます。

フラップ扉

1 扉への部品の取付け 2 キャビネットへの
部品取付け 3 キャビネットへの

扉の取付け 扉の調整
4－1 クリアバンポンの取付け（上開き/上吊元の場合）

4－2 プッシュオープン部品の取付け（下開き/下吊元の場合）
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け

クリアバンポンを地板に当たる位置に取付けます。
ただし、トールキャビネットに取付けする場合には側板に当たる
ように取付けてください。

必ず部品の取付け前に、扉の納まり、フラップステーの調整してください。

必ず部品の取付け前に、扉の納まり、フラップステーの調整してください。

フラップ扉の建付け調整➡ P.77へ

フラップ扉の建付け調整➡ P.77へ

フラップ扉のフラップステーの調整➡ P.77へ

フラップ扉のフラップステーの調整➡ P.77へ

クリアバンポン取付け上のお願い
クリアバンポンがはがれるので
●貼付け面のホコリ・汚れ・油分を取り除いて貼りつけて
ください。
●扉エッジ材に重ならないように貼りつけてください。

地板

扉

クリアバンポン

扉

※

※W11以上は中央の地板に
　当たる位置にも取付けて
　ください。

2.
7m
m

高さ2.7mm

 警　告
●下記機器をお使いの方は各機器メー
カーに磁石の影響をご確認ください。
医療機器誤作動のおそれがあります。
（１）体内埋込型機器
（２）生命維持用機器
（３）装着型心電計等

扉

扉の上端・中央が当たる部分にマグネットラッチを取付けます。
※扉の中央にマグネットラッチを配置します。

扉

中仕切り

扉中央に中仕切りがある場合は
中仕切りをよけて取付けてください。

部品取付け上のお願い
●作動不良となるので取付け説明書に同梱の型紙を指示通
りに当てて下穴をあけてください。
●部品が破損するので、手回しドライバーで固定してくだ
さい。

電動
ドライバー   使用厳禁

4-1 クリアバンポンの取付け（上開き/上吊元の場合）

4-2 プッシュオープン部品の取付け（下開き/下吊元の場合）

フラップ扉

1 扉への部品の取付け 2 キャビネットへの
部品取付け 3 キャビネットへの

扉の取付け 扉の調整
4－1 クリアバンポンの取付け（上開き/上吊元の場合）

4－2 プッシュオープン部品の取付け（下開き/下吊元の場合）
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■フラップ扉の取付け つづき
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け

【中仕切りがある場合】

フラップ扉
センター マグネットラッチ

なべタッピンねじφ4×16

天板・
固定棚板

32

下穴（φ2.5×深さ10mm）

・F…ベースキャビネット天板用
・G…固定棚板用｛

a

型紙F・G

天板・固定棚板

中仕切り
マグネットラッチ

下穴
（φ2.5×深さ10mm）

32 20

なべタッピンねじφ4×16

a

型紙F・G ・F…ベースキャビネット天板用
・G…固定棚板用｛

■マグネットラッチの調整 マグネットラッチの調整➡ P.78へ

■マグネットラッチプレートの取付け

扉

両面テープ
リケイ紙

マグネットラッチ
プレート

マグネットラッチ

2.プレートの位置決め

1.プレートの仮置き
リケイ紙をはがし、テープが
貼っていない面を
マグネットラッチの
磁石部分につけます。

いったん扉を閉め、プレートが扉につくようにします。

キャビネット
内側寄りにつける。

3.扉を開けて
　プレートを
　固定する

2.扉を閉めて
　プレートを
　扉にくっつける

3.プレートの固定
プレート中心に
下穴（φ2.5×深さ10mm）を
あけ同梱のねじで固定します。

マグネットに
くっつく仕様です。

下穴
（φ2.5×深さ10mm）

扉
裏
面

扉

マグネット
ラッチプレート

マグネットラッチ
プレート取付けねじ
（皿タッピンねじφ3.5×10）

マグネットに
くっつく仕様です。

天板 固定棚板
a 37 36

天板 固定棚板
a 37 36

フラップ扉

1 扉への部品の取付け 2 キャビネットへの
部品取付け 3 キャビネットへの

扉の取付け 扉の調整
4－1 クリアバンポンの取付け（上開き/上吊元の場合）

4－2 プッシュオープン部品の取付け（下開き/下吊元の場合）
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け
引出し

1 前板の取付け 把手の取付け
（ソフトモーションの場合）2

着脱部品の
取付け 3 キャビネットへの

レール取付け 4 引出しの吊込み
（上開き/上吊元の場合） 5 引出しの調整 6 クリアバンポンの取付け（ソフトモーションの場合のみ）

■把手の取付け（ソフトモーションの場合）

引出し本体の内側から前板を固定します。
※ロットNoラベルが貼ってあるほうが上です。引出し前板取付け上のお願い

●引出し本体がへこむので、クラッチ付きドライバーで固
定してください。
●取付け不良になるので、下穴加工後の穴の中の切粉は取
り除いてください。
●シートがめくれるので、必ず当て木をして穴をあけてく
ださい。

㊤

㊦

前板

バインド
タッピンねじ
φ4×25

引出し本体

ロットNo.
ラベル

42.5

★

★

★引出し本体と前板の左右を均等にしてください。

■バリ部拡大図

前板バリ
シート

ドリル

表面裏面

前板

前板
特平小ねじ
M4×25

把手

当て木

120

下穴
（φ4.5×貫通穴）

表面表面

39

1. 下穴をあける 2. 固定する

前板センター

ドリル

型紙C

1.角にあてる

2.下穴をあける 3.押さえながら底板に固定する 4.押さえながら斜めのねじを締める

すき間のないように

（φ2.5×深さ12mm）
※ソフトモーションは
　①のみでOK

皿タッピンねじ
φ４×１６（D7） 皿タッピンねじ

φ４×１６（D7）

切粉は取り除く

①② 浮いている

押さえる

押さえる

下穴（φ4.5×貫通穴）をあけ、
把手を取付けます。
※ バリ防止のため、前板裏側に
必ず当て木をしてください。

1.すき間のないように角にあてる
2.下穴加工（φ2.5×深さ12mm）
3.着脱部品を底板（底板芯材）に固定
4.着脱部品を前板（中前板）に固定
の順で取付けます。
※説明図はプッシュオープンですが、
　ソフトモーションも同様です。

引出しソフト
モーション仕様施工

引出しプッシュ
オープン仕様施工

■引出しの取付け

1前板の取付け

2着脱部品の取付け

5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け

引出しの取付け位置のお願い
●開閉作動不良となるので、下記事項をお守りください。
・引出しの前板上端に、天板または固定棚板がかかるよう
にしてください。
　（引出しが縦に複数並ぶ場合は、最上段の引出し前板上端
のみ対象）
・同一高さに下穴加工してください。

■引出しの取付け位置
下からH10キャビネットの高さまで取付けできます。

■H04キャビネット取付け例
※ H04キャビネットにH03引出
しを取付けて手掛け引出しにす
る場合のみ、可動棚板でも可です。

引出し
（H03）

可動棚板

■H23キャビネット取付け例

引
出
し
取
付
け
可
能

引出し
（H04）

引出し
（H02）

固定
棚板

固定
棚板

天板

【地板の場合】
地板から1個目の穴にレールを取付けます。

■2段以上連続して取付けの場合
※説明図はH02の場合です。

【固定棚板の場合】
固定棚板から2個目の穴にレールを取付けます。

■レールの取付け位置
最下段の地板･棚板から位置出しをします。
※ 2段以上連続して取付ける場合は、下段の引出しのレール位置から位置出しします。

地板

引出し レール取付け位置

1個目

固定棚板

引出し レール取付け位置

1個目
2個目

レール取付け位置

レール取付け位置

上
下
前
板

の
す
き
間

4
m
m

6個目

1個目
2個目
3個目
4個目
5個目

A

A寸法表
上段の引出しの
レール取付位置

下段の
引出し

H02 192（6個目）

H03 256（8個目）

H04 384（12個目）

H06 544（17個目）

※ 上段の引出しのHサイズに
関係なくレールは同じ位置
に取付けます。

■現場追加穴加工
レール取付け位置に追加の下穴（φ2.5×深さ12mm）をあけます。

【プッシュオープンD430用】【プッシュオープンD3０0用】 【ソフトモーションD430用】【ソフトモーションD300用】

前
面

18
32

 追加下穴
（φ2.5×深さ12mm）

左側板

96

前
面

左側板

18

 追加下穴
（φ2.5×深さ12mm）

18
96

  追加下穴
（φ2.5×深さ12mm）

前
面

左側板

前
面

左側板

18

  追加下穴
（φ2.5×深さ12mm）

96

3キャビネットへのレールの取付け
■引出しの取付け つづき

引出し

1 前板の取付け 把手の取付け
（ソフトモーションの場合） 2

着脱部品の
取付け 3 キャビネットへの

レール取付け 4 引出しの吊込み
（上開き/上吊元の場合） 5 引出しの調整 6 クリアバンポンの取付け（ソフトモーションの場合のみ）

●引出し前板上端に
　棚板がかかる
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け

■レールの取付け
レールをキャビネットの連続穴、追加下穴に合わせて取付けます。
※説明図はソフトモーションD430です。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
前
面

引出し
レール

左側板／中仕切り

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
前
面

【左レール】 【右レール】

皿タッピンねじ
φ4×14（D8）

皿タッピンねじ
φ4×14（D8）

 レール取付けねじ
（キャビネット連続穴用）

皿タッピンねじ
φ4×14（D8）

皿タッピンねじ
φ4×14（D8）

 レール取付けねじ
（キャビネット連続穴用）

引出し
レール

右側板／中仕切り

※ 左右レールを同一高さ位置に取付けてください。
※中仕切りの1番下にレールを取付ける場合はレールと干渉するので、ジョイント金具キャップは取外してください。

取付け上のお願い
●ねじが空回りするので、クラッチ付きドライバーで固定
してください。

 ●レール取付け位置・取付けねじ種類
※説明図は左レールです。

【プッシュオープンD430用】

【プッシュオープンD300用】

【ソフトモーションD430用】

【ソフトモーションD300用】

前 後 前 後

前 後 前 後

キャビネット
連続穴用ねじ

現場加工穴用ねじ
（皿タッピンねじ
  φ4×14（D8））

側板
前面

側板
前面

側板
前面

側板
前面

（20）

9618 46 9618 64

3218 78 12818 96

（2）

（2）（20）

スペーサー

スペーサー

引出し

1 前板の取付け 把手の取付け
（ソフトモーションの場合） 2

着脱部品の
取付け 3 キャビネットへの

レール取付け 4 引出しの吊込み
（上開き/上吊元の場合） 5 引出しの調整 6 クリアバンポンの取付け（ソフトモーションの場合のみ）
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け
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引出し本体

引出しレール

右側板／中仕切り

左側板／中仕切り

引出しレール

①
①

②

①

②

【引出し本体の取外し方】
①着脱部品のレバーを押しながら、引出し本体を手前に引出します。
　 （左右同時）
②引出しを外します。

 注　意
● 引出しを吊込む際は着脱部品が
「カチャッ」とレールにガタツキなく
取付くまで押込んでください。

　引出し脱落のおそれがあります。

引出し取付け上のお願い
●引出し本体が損傷するので、キャビネット側レールを全
開にして取付けてください。
●開閉確認のため、取付け後数回開閉をしてガタツキや
はずれ等がないことを確認してください。
●クリアバンポンがはがれるので、貼付け面のホコリ・汚れ・
油分を取り除いてください。

引出しの調整➡ P.78へ

● クリアバンポンのリケイ紙をはがして、引出し前板上部両端の側板または中仕切りに当たる位置に取付けます。

クリアバンポン

2.
7m
m

4m
m

対側板用：高さ2.7mm 対中仕切り用：高さ4mm

キャビネット

4引出しの吊込み

5引出しの調整

6クリアバンポンの取付け（ソフトモーションの場合のみ）

引出し

1 前板の取付け 把手の取付け
（ソフトモーションの場合） 2

着脱部品の
取付け 3 キャビネットへの

レール取付け 4 引出しの吊込み
（上開き/上吊元の場合）5 引出しの調整 6 クリアバンポンの取付け

（ソフトモーションの場合のみ）

■引出しの取付け つづき
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5. 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け
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6. その他商品の取付け
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その他商品の取付け

スライド棚板 各種棚板 スライドパイプ・ハンガーバー棚板補強金具

 ■スライド棚板の取付け位置
※引出しは下からH10キャビネットの高さ（床から964mm）まで
　取付けできます。

■キャビネット側引出しレールの取付け位置

■H23キャビネット取付け例

下段の固定棚板の上2個目の穴に、
キャビネット側の引出しレールを取付けます。

■家電専用キャビネット取付け例

引出し（H02）

固定棚板

引
出
し
取
付
け
不
可

引
出
し
取
付
け
可
能

固定棚板

スライド棚板

固定棚板

引
出
し
取
付
け
不
可

引
出
し
取
付
け
可
能

スライド棚板

固定棚板

1個目
2個目

取付け上のお願い
●スライド棚板の下には必ず固定棚板を取付けてください。

■スライド棚板の取付け
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6. その他商品の取付け
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スライド棚板 各種棚板 スライドパイプ・ハンガーバー棚板補強金具

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
前
面

右側板
／中仕切り

左側板
／中仕切り

※左右レールを
　同一高さに取付け

キャビネット側レール

引出しレール取付け上のお願い
●ねじが空回りするので、クラッチ付きドライバーで固定
してください。

スライド棚板

本体側レール

皿タッピンねじ
φ3.5×10

2同梱のねじで取付け

1本体側レールの取付け
1.本体側レールの取外し
　 （レールセットの状態から本体側レールを取外します）
2.本体側レールの棚板への取付け

2キャビネット側レールの取付け
キャビネット側レールを、キャビネット側板に取付けます。
※取付け穴が見えないので、取付けレールを引出して、取付け穴が見える状態で行ってください。

■下穴加工
※キャビネット奥側に下穴
　（φ3×深さ10mm）をあけます。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
前
面

※同一高さ
　に加工

下穴φ3×10mm
工場加工
済みの穴

35
12
8

96

お願い
※ 必ず同一高さに加工
してください。引出し
開閉作動不良の原因
になります。

キャビネット側
レール

左側板

128

96

35

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
前
面

右側板

キャビネット側レール

128

96

35

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
前
面

皿タッピンねじ
φ4×14

皿タッピンねじ
φ4×14

【左レール】 【右レール】

引出しレール先端と
キャビネット木口を
合わせる！

❷

❸

❶ ❶

❷

❸

前 後【左側板】

❶ ❷ ❸

【右側板】 前後

❶❷❸

●キャビネット側レール取付け穴

キャビネット側レール

※レールにL/Rはありません

本体側レール

クリップ

押す

取外す

①
②

1.本体側レールの取外し
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6. その他商品の取付け

■スライド棚板の取付け つづき

3本体の取付け
本体側レールを、キャビネット側レールにすべり込ませて、スライド棚板を取付けます。
※吊込み後、3回程開閉を行い、レールがゆるみ･ガタツキなく取付いていることを確認してください。

引出し本体側レールのクリップを左右同時に操作しながら取外してください。

右側板
／中仕切り

左側板／中仕切り

スライド棚板
本体側レール

キャビネット側
レール

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
前
面

側板

スライド棚板

本体側レール キャビネット側レール

 注　意
●本体側レールはキャビネット側　
　レールに正しく取付けてください。
　製品脱落のおそれがあります。

■スライド棚板の取外し

スライド棚板前板

■左側のレール
※クリップを押上げると外れます。

■右側のレール
※クリップを押下げると外れます。

キャビネット側レール

本体側レール

クリップ

押し上げる

取外す

①

②

キャビネット側レール

本体側レール

クリップ

押し下げる

取外す

①

②

キャビネット上面
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スライド棚板 各種棚板 スライドパイプ・ハンガーバー棚板補強金具



75/78

6. その他商品の取付け

■各種棚板の取付け

■（配線）固定棚板・レンジ用棚板・D130可動棚板の取付け
側板に棚板用ボルトを取付け、棚板を棚板用ボルトにはめ込むようにして取付けます。
※レンジ用棚板は固定棚板と同じ取付け方法です。

固定棚板

側板

スライドさせる

ジョイント部品（本体）

固定棚板用ボルト

棚板をスライドさせ、ボルトにはめ込む。

固定棚板用ボルト
ジョイント部品

【固定棚板の場合】

可動棚板用ボルト
ジョイント部品

【D130可動棚板の場合】

D130
可動棚板用
ボルト

固定
棚板用
ボルト

固定棚用ボルトの取付け

浮き

ドライバー

固定
棚板用
キャップ

締める

ゆるむ
斜め

※斜めにドライバーを
　差込んでください。
　ジョイント部品が破損
　します。

へこみ

■（配線）可動棚板の取付け（D130を除く）
側板の任意の穴に棚ダボを差込みます。
棚ダボに棚ダボ（本体）をはめ込むようにして取付けます。

スライドさせる

【棚ダボ】

棚ダボ
（本体）

棚ダボ

可動棚板

可動棚板 側板

棚ダボ（本体）

棚ダボ

側板
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その他商品の取付け

スライド棚板 各種棚板 スライドパイプ・ハンガーバー棚板補強金具
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6. その他商品の取付け

■スライドパイプ・ハンガーバー・棚板補強金具の取付け

ハンガーバー
（内法寸法W－9）mm

内法W

ブラケット

差込む②

キャビネット

ブラケット

差込む

ダボ穴

側
板

①

キャビネット内法Wを測定し、パイプを切断します。
パイプL寸法は（内法寸法W－9）mmです。
※切断後のバリは取除いてください。
※正確に切断してください。パイプ外れの原因となります。

【キャビネットW寸法特注の場合】

手前に
引抜く

ブラケット

マイナス
ドライバー

キャビネット

マイナス
ドライバー

上部切欠き

ブラケット

ブラケット上部切欠きにキャビネットをキ
ズつけないようにマイナスドライバーを差
込み、手前に引抜いて外してください。

※ブラケットの取外し方

■スライドパイプの取付け
固定棚板の裏面中央に、付属のねじで取付けます。

■ハンガーバーの取付け
1.ブラケットの取付け
2.ハンガーバーの取付け

■棚板補強金具の取付け
1.棚板の小口に棚板補強金具の差込みます。 2.棚板に下穴（φ2.5深さ15mm）

　をあけます。
3.下側からねじ（皿タッピンねじ
　φ3.5×16）で固定します。

棚板補強金具に同梱されているワッシャー（M8内径8.5×外径
16×厚み1.2）をマグネットラッチと棚板の間に挟んで取付けます。
※ マグネットラッチの位置出しは棚板補強金具取付け前に行っ
てください。

棚板補強金具に同梱されているクリアバンポン（4mm）を
扉に取付けます。

【プッシュオープン部品を取付ける場合】 【プッシュオープンなしの場合（クリアバンポン取付け）】

棚板補強金具

棚板

1

金具の両端が棚板から
はみ出さないこと

皿タッピンねじ
φ3.5×16

下穴をあける2
固定する3

ワッシャー

マグネットラッチ

戸先側
側板

固定棚板

クリアバンポン
棚板補強
金具

扉裏面

※扉エッジ材に重ならない
ように貼付けてください。
（クリアバンポンはがれ
防止のため）

クリアバンポン（4mm）

扉

固定棚板

裏面

プッシュオープン部品の取付け➡ P.56へ
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その他商品の取付け

スライド棚板 各種棚板 スライドパイプ・ハンガーバー棚板補強金具
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6. その他商品の取付け
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ブレーキの強さ調整（H04） 開き角度調整（H02）

弱（－側）

弱 強

強（＋側） 六角レンチ

※扉がスムーズに開閉するように、同梱の
六角レンチを使用して調整してください。

※扉を最大に開き、フラップステーのアームが曲
がっていないか確認してください。曲がってい
る場合は、開き角度調節ねじがストッパーピン
に当たるよう締込み、アームがまっすぐになるよ
う調整してください。

アーム

ストッパー
ピン

開き角度調整ねじ

まっすぐ

前後調整 左右調整 上下調整

調整範囲／±2mm

※調整後、調整ねじ
　を必ず締直して
　ください。

押込む

引出す
押込む

引出す

扉

側板／中仕切り

ゆるめる

締める

調整ねじをゆるめて
扉を前後に動かします。

※調整範囲を超えて
　ねじ込まないでく
　ださい。

調整範囲／4mm
（右：3mm）（左：1mm）

左回し
右回し

左回し

右回し
扉

側板／中仕切り

調整ねじを回すと、連動して扉が
動きます。ねじを締直す必要はありません。

左回し

右回し

調整範囲／±1.5mm

※調整後、調整ねじ
　を必ず締直して
　ください。

上下

扉
側板／中仕切り

丁番座の調整ねじをゆるめて
扉を上下に動かします。

上げる

下げる
ゆるめる

締める

前後調整 左右調整 上下調整

調整範囲／±2mm

※調整後、調整ねじを必ず
　締直してください。

押込む

引出す

引出す
扉

地板／天板

押込む

ゆるめる
締める

調整ねじをゆるめて
扉を前後に動かします。

調整範囲／±1.5mm

※調整後、調整ねじを必ず
　締直してください。

右へ

左へ

調整ねじをゆるめて
扉を左右に動かします。

扉

側板／
中仕切り

右へ

左へ

ゆるめる 締める

※調整範囲を超えて
　ねじ込まないで
　ください。

右回し

左回し
(上開き)

右回し

左回し

(下開き)

扉
地板／天板

調整ねじを回すと、
連動して扉が
動きます。ねじを締直す
必要はありません。

右回し

左回し

左回し
右回し

調整範囲／4mm（右回し：3ｍｍ）（左回し：1ｍｍ）

■開き扉の建付け調整

 ■フラップ扉の建付け調整

 ■フラップ扉のフラップステー調整

お願い
※ 左右にステーがある場合は、両側の
ステーを調整してください。
片側のステーがゆるい状態のまま
開閉をくり返すと、扉のねじれにより
音なりなど作動不良の原因になります。
※ 調整用六角レンチは、調整後は必
ずお施主さまにお渡しください。
※ 必要以上にゆるめないでください。
部品が破損します。

フラップ扉
ステー調整

7. 調整方法

扉建付け
調整方法
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6. その他商品の取付け

前後調整

 ■開き扉のソフトモーション部品の調整

 ■引出しの調整

引出しプッシュ
オープン仕様調整

引出しソフト
モーション仕様調整

7. 調整方法

※ ソフトモーション部品後部の調整ねじを手で回し、調整して
ください。
調整ねじをゆるめると後ろへ、締めると前へ動きます。
※ 前方向に調整しすぎないでください。扉が閉まりきらなく
なることがあります。
※ 下記事項をお守りください。部品が破損することがあります。
•調整ねじは手で回して調整してください。
•調整範囲を超えた調整をしないでください。

調整範囲／3.5mm
（前方向：1.5mm）（後方向：2mm）

後ろへ 前へ
開き戸ソフトモーション部品

調整ねじ

キャビネット

ゆるめる
（後ろへ）

締める
（前へ）

高さ調整 前板の傾き調整

前板のすき間調整（プッシュオープンのみ）
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前後調整

 ■マグネットラッチの調整

1

2

※引出しを軽く持ち上げ、
　グレーのレバーを押して前後に動かします。

調整範囲／3mm
（上方：3mm）

ひっこめる

出る
マグネットラッチ

3mm

※レール後部のダイヤルを回します。

奥が上がる

※ マグネットラッチが作動しなかったり、キャビネット
とのすき間が大きい場合は、先端を手で回し、前後
の調整を行ってください。
※必ず扉の建付け調整後に行ってください。

※ 調整しすぎて他の扉と面が揃わなくなった場合は、他の扉を調整するか引出しの調整を“－”方向に少し
戻してください。

調整範囲／標準3mm
（前方向：＋2mm）（後方向：－3.5mm）
※引出しを開きオレンジの部品を指で回して調整します。
※調整しづらい場合は引出し本体を外してください。
※調整範囲を超えて回し込むとプッシュオープンが働かなくなります。

－3.5＋2

3ｍｍ以上

右側左側

＋2

－3.5

＋2

－3.5 ひっこむひっこむ

出る出る
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●商品改良のため、予告なしに仕様の変更を行うことがありますのでご了承ください。

FAX.     0120-413-436TEL.     0120-413-433

修理のご依頼は、LIXIL修理受付センターまで
受付時間/月～金 9：00～18：00（祝日、年末年始、夏期休暇等を除く）

https://www.lixil.co.jp/support/

TEL.     0120-126-001

商品についてのお問い合わせ・部品のご購入は、お客さま相談センターまで
受付時間/月～金 9：00～18：00　土・日・祝日 9：00～17：00（ゴールデンウィーク、夏期休暇、年末年始等を除く）

旭トステム外装（株）サービスデスクナビダイヤル　TEL.0570-001-117
●旭トステム外装株式会社のサイディング材に関する商品相談は

ご使用の前に「取扱説明書」をよくご覧の上、正しくお使いください。また、取付設置工事は「取付設置説明書・施工説明書」に
従ってください。いずれの場合も、取り扱いを誤ると事故や故障の原因となります。

安全に関するご注意

当社は、当社取扱商品のユーザーさまおよび流通業者さま等の個人情報を商品納入にあたって取得し、将来にわたる品質
保証、メンテナンス、その他当社の「個人情報保護方針」に記載の目的のために利用させていただきます。個人情報の取り
扱いについての詳細は、当社オフィシャルサイトの「個人情報保護方針」をご覧ください。

個人情報保護について

1. 取付けされる方へのお願い ………………………………………………………… 3
■商材一覧 ………………………………………………………………………… 4
■部材・部品の明細 ………………………………………………………………… 6

2. 据付け前の準備
■設置個所の作り方 …………………………………………………………………20

3. キャビネット組立て手順
■組立て前の準備 ……………………………………………………………………22
■ベースキャビネットの組立て（基本タイプ） ……………………………………23
■ベースキャビネットの組立て準備（H02 の場合） ……………………………24
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■キャスターの取付け ………………………………………………………………27
■ウォール・トールキャビネットの組立て準備（基本タイプの場合） ……………28
■ウォール・トールキャビネットの組立て（基本タイプの場合） …………………29
■金具と背板芯材の取付け …………………………………………………………30
■台輪の組立て ………………………………………………………………………32
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■カウンター収納キャビネットの組立て準備 ………………………………………34
■カウンター収納キャビネットの組立て ……………………………………………35
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4 キャビネットの据付け P.38～

3 キャビネットの組立て P.22～

2 据付け前の準備 P.20～

7 調整方法 P.77～

6 その他商品の取付け P.72～

5 開き扉・フラップ扉・引出しの取付け P.54～

1 取付けされる方へのお願い P.3～

組立て部品は都度部品セットより取出して組立ててください。

扉建付け
調整方法

引出しソフト
モーション仕様調整

引出しソフト
モーション仕様施工

引出しプッシュ
オープン仕様施工

引出しプッシュ
オープン仕様調整

フラップ扉
ステー調整

ハンガーバー

スライド
棚板

レンジ用
棚板

桟木の取付け

キャビネット
施工方法

工事店さま用

※ショールームの所在地、カタログの閲覧・請求、図面・CADデータなどの各種情報は、上記オフィシャルサイトから
　ご確認ください。

会社や商品についての情報のご確認は、LIXIL オフィシャルサイトまで

https://www.lixil.co.jp/

取説番号 事業所コードMAP-587 FV96 2025.12.1発行

取付け説明書
リビング建材 ヴィータス

※下記内容は重要事項ですので必ず点検してください。
No. チェック内容

共通 1 下穴をあけた後、穴の中の切粉は取除きましたか？ □

キャビ
ネット

1 指定の位置に桟木を取付けましたか？ □
2 金具を締めて組立てしましたか？ □
3 付属の接着剤を指定個所・部材に充てん・塗布しましたか？ □
4 キャビネットは金具を用いて躯体に固定しましたか？ □
5 設置個所の間口寸法に余裕はありますか？（P.3お願い参照） □

No. チェック内容

扉

1
丁番カップは
同梱のねじで
取付けましたか？

□

2

フラップステー
の▲の向きを
確認して
取付けまし
たか？

□

3 マグネットラッチは同梱のねじで取付けましたか？ □
引出し 1 着脱部品は浮きなく取付けましたか？ □
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木　扉　用：皿タッピンねじ
　　　　　　φ４×１６（長）

アルミ扉用：皿タッピンねじ
　　　　　　φ3.5×１0（短）

が外向き

アーム

が内向き

アーム

上
開
き

下
開
きリ

ビ
ン
グ
建
材

ヴ
ィ
ー
タ
ス

取
付
け
説
明
書

2
0
2
5
.1

2



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <>
    /CHT <>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /JPN (eBook)
    /KOR <>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


